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新入会員数迎  「ニジマス鈎り会」のお無らせ 000 世話入金
。30,澄 講大会解説 「イサキ釣り」

″ん 第 2回「アジ釣り会」特別会 1油イサキ鈎り会 ,こ中止のお詫び・・ 世話入会
第 3回  「LT五ヨ釣り会」のお知らせ
第 4回   「イナダ鋳り会」のお知もせ

00。  世話大会
・・・ 世話入会

１

２

３

４

４

新
入
会
員
歓
迎

「
ニ
ジ

マ
ス
釣
り
会
」

の
お
知
ら
せ
　
　
世
話
人
会

九
月
は
海
は
暑

い
の
で
、
涼
し

い
渓
流
釣
り
を
計
画
し
ま
し
た
ｏ

貸
し
竿
を
利
用
す
る
の
で
ダ
ダ
ー
ラ
ー
ボ

ツ
ク
ス
だ
け
持
参
す
れ
ば

Ｏ
Ｋ
で
す
。
ニ
ジ

マ
　
‐
ス
〓
釣

つ
た
後
、
Ｌ
ば

い
て
、
大
き
な
お
風
呂

に
入
浴

（タ
オ
ル
持
参
）
し
、
昼
良
争
兼
ね
て
歓
談
し
ま

可ヽ
）

記

一

、

一

一

、

一二
、　
佳
朱
　
　
△
画

四
、
参
加
費

五
、　
内
　
容

釣 期
7)

場 日

・
食
事

・
懇
談
　
十
二
時
二
十
分
～
十
三
時
三
十
分

十
三
時
四
十
分
　
平速
迎
バ
ス
で
大
月
駅
に
向
か
う
ｃ

釣
り
方
　
指
定
さ
れ
た
ダ
ム
で
釣
る
。

（十
匹
く
ら
い
放
流
し
て
く

れ
る
ご

　

ハ
リ
に

エ
サ

（イ
ク
ラ
三
粒
、
ま
た
は
ブ
ド
ウ

一

匹
）
を

つ
け
、
底
を
た
た
く
よ
う
に
上
流
か
ら
流
す
ち

よ
ど
み

ゃ
た
ま
り
で
釣
れ
る
こ
ル
Ｊ
一）多

い
。
釣
れ
な
く
な

っ
力
′一ら
、
上

流
、
下
流
の
人
の
い
な

い
場
所
で
釣
る
３
申
し
込
み
は
が
き
で

人
月
二
日

（大
）
　

　

　

　

　

　

争
雨
決
行

大
月

（金

の
森
山
荘
）
　

幽
梨
県
大
月
町
真
本
六

一
人
八

千璃一翠珀
　
（
一）下上
一，上
ｍ閣
ら　
一
一一二　
・　
一
（り
二
　
一

中
央
線
　
一量
尾
駅
　
七
時
四
七
分
↓
大
月
駅
　
八
時

二
人
分

大
月
駅
改
札

国
付
近
　

八̈
時
困
０
分
　
．パ（
ス
で

Ｅ
正
の
森
豊

一年
一　
争
同
か
う
Э

八
五
〇
〇
円

（
マ
ス
釣
り

，
貸
し
竿

，
仕
掛
け

，
エ
サ

，
水

う

入
浴

・
食
事

・
ビ
ー

ル
代
込
み
）
※
新
入
会
員
五
〇
〇
〇
円

・
ニ
ジ

マ
ス
釣
り
　
九
時
十
分
～

一
一
時
三
十
分

，
マ
ス
の
さ
ば
き

，
入
浴

　

一
一
時
四
十
分
～

一
二
時
三
十
分

ミ驀 ・ご

―
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解
説

「イ
サ
キ
釣
り
」

世
話
人
会

イ
サ
キ
釣
り
会
が
中
止
に
な
り
、
残
念
で
す
。
そ
こ
で
、
イ
サ
キ
に

つ
い
て
解
説
い
た
し
ま
す
。

イ
サ
キ
で
十
五

ｃ
ｍ
以
下
の
幼
魚
は
、
イ
ノ
シ
シ
に
似
た
三
本
の
縦
じ
ま
模
様

が
あ
り
、
ウ
リ
ン
ボ
ウ
と
呼
ば
れ
ま
す
。
成
長
す
る
と
、
し
ま
模
様
は
消
え
茶
褐

色
に
な
り
ま
す
。

イ
サ
キ
釣
り
の
魅
力
は
、
何
と
言

っ
て
も
強
い
引
き
味
。
い
き
な
り
竿
先
が
持

ち
込
ま
れ
る
よ
う
な
ア
タ
リ
が
出
る
の
で
、
初
心
者
は
驚
く
こ
と
が
多
い
。

釣
り
期
は
、
春
か
ら
秋

（六

つ
七
月
は
ェ
サ
追
い
も
活
発
で
食
べ
て
も
美
味
し

い
）
。
「イ
サ
キ
は
タ
ナ
を
釣
れ
―
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
正
確
な
タ
ナ
で
釣
る

と
釣
果
が
上
が
る

（り
―
ル
の
カ
ウ
ン
タ
ー
は
狂
い
が
多
い
の
で
、
道
糸
の
マ
ー

カ
ー
で
水
深
を
計
る
）
。

釣
り
方

コ
マ
セ
籠
に
コ
マ
セ
を
人
分
目
ほ
ど
詰
め
る
。

エ
サ
は

オ
キ
ア
ミ
の
尾
を
取
つ
て
ハ
リ
に
腹
掛
け
に
す
る
。

サ
ミ
ン
グ
し
な
が
ら
仕
掛
け
を
下
し
、
指
示
ダ
ナ
の
二
～
三

ｍ
下
で
止
め
る
。

下
を
向
け
た
竿
先
を
強
く
上
下
さ
せ
て
コ
マ
セ
を
出
し
、
ゆ
つ
く
り
竿
を
上
げ
て

仕
掛
け
を
撒
い
た
コ
マ
セ
の
中
に
入
れ
る
。
ア
タ
リ
が
無
け
れ
ば
竿
先
を
下
げ
て

一
ｍ
分
り
―

ル
を
巻
き
、
そ
こ
で
コ
マ
セ
を
撒
く
。
こ
れ
を
繰
り
返
し
指
示
ダ
ナ

の
二
～
三

ｍ
上
ま
で
探
る
。

・
ア
タ
リ
と
合
わ
せ
、
取
り
込
み

ア
タ
リ
は
竿
先
に
強
く
出
る
、
静
か
に
竿
を
持
ち
上
げ
る
と
ハ
リ
掛
か
り
す
る

の
で
、
あ
と
は
、
ゆ
つ
く
り

一
定
の
速
度
で
リ
ー
ル
を
巻
く

（ィ
サ
キ
は
国
が
弱

い
の
で
、
強
引
な
や
り
と
り
は
禁
物
）
。
水
面
近
く
ま
で
イ
サ
キ
を
上
げ
て
き
た

ら
、
竿
掛
け
に
竿
を
置
き
、
手
で
糸
を
手
繰
り
寄
せ
て
コ
マ
セ
籠
を
コ
マ
セ
の
入

っ
た
器
に
入
れ
る
。
こ
の
時
に
イ
サ
キ
に
強
く
引
か
れ
た
ら
、
無
理
せ
ず
に
、
少

し
指
の
間
で
糸
を
す
べ
ら
せ
な
が
ら
や
り
取
り
を
し
て
、
ゆ
つ
く
り
と
取
り
込
む
。

足
も
と
に
バ
ケ
ツ
を

用
意
し
、
針
に
掛

っ
た

三
匹
の
魚
の

一
匹
は

バ
ケ
ツ
の
先
に
置
き
、

二
匹
日
は
バ
ケ
ツ
の

中
に
入
れ
、
三
匹
目
は

バ
ケ
ツ
の
手
前
に
置
き
、
糸
が
絡
ま
な
い
よ
う
に
す
る
。

針
か
ら
は
ず
し
た
魚
は
海
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
に
入
れ
、
生
き
て
い
る
う
ち
に

氷
と
少
量
の
海
水

（海
水
を
入
れ
る
と
○
度
以
下
に
な
る
）
の
入
っ
た
ク
ー
ラ
ー

ボ
ツ
ク
ス
に
移
す
。

・
塩
焼
き
で
食
べ
る
と
美
味
し
い

下
処
理
は
、
き
れ
い
に
ウ
ロ
コ
を
そ
ぎ
落
し
て
洗
い
流
し
、
舌
フ
と
内
職
を
取

り
出
す
。
大
き
め
の
サ
イ
ズ
な
ら
、
三
枚
お
ろ
し
に
し
て
、
小
骨
は
毛
抜
き
を
使

っ
て
抜
き
、
刺
身
に
す
る
。
頭
を
付
け
た
ま
ま
塩
を
振

っ
て
塩
焼
き
で
食
べ
る
と

美
味
し
い
。
焼
く
と
き
に
は
、
裏
表
に
包
丁
で
切
り
目
を
入
れ
て
お
く
と
，
火
が

通
り
や
す
く
な
る
。
イ
サ
キ
の
皮
は
堅
い
の
で
、
取
っ
て
か
ら
食
べ
る
の
が
よ
い
っ

（　
藤
本
　
） -2-



令
和
四
年
度
　
第
二
回

「
ア
ジ
釣
り
会

一　

特
別
会

「
一
泊
イ
サ
キ
釣
り
会
」

中
止
の
お
詫
び

町
圏
　
静
隆

ま
ず
、
五
月
十
三
日
に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
第
二
回

「
ア
ジ
釣
り
会
」
の

中
止
に
至

っ
た
経
緯
を
ご
説
明
し
、
改
め
て
参
加
を
希
望
さ
れ
た
会
員
の
皆
様

へ
の
お
詫
び
を
甲
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の

「
ア
ジ
釣
り
会
は
」
は
「

丁
華
手
の
荒
川
署
再
二
‐日
乗

つ
合
一‐′、
で
乃

実
施
と
違

い

ヽ
、
金
沢
漁
港

の
黒

一
九
で
の
仕

王
て
釣
り
で
実
施
月
予
て
で
し
二
一Ｅ

し
か
し
、
週
間
天
気
予
報
を
見
る
と
、
十
三
日
は
、

一
日
中
雨
の
予
報
ヒ
な

っ
て
お
り
、
会
員
の
何
人
か
ら
天
気

の
悪
さ
を
理
由
に
、
不
（参
加
の
連
絡
を

Ｆ

た
だ

い
た
こ
と
も
あ
り
、
世
話
人
と
も
相
談
し
て
、
中
止
を
決
定
し
ま
し
た
っ

本
釣
リ
ク
ラ
ブ
は
、
超
高
年
齢
集
団
で
す
の
で
、

一
日
中
雨
に
打
た
れ
て
の
釣

り
と
な
れ
ば
、
体
調
不
良
を
き
た
す
可
能
性
も
高
く
、
雨
で
は
釣
果
も
期
待
で

き
ま
せ
ん
、）
何
よ
リ
ノ、
釣
り
は
晴
れ
た
海

の
上
で
の
爽
快
さ
を
味
わ
う
た
め
の

も
の
で
す
。
し
た
が

っ
て
、
や
む
な
く
中
止
の
決
断
を

い
た
し
ま
し
た
。

コ
ロ
す
が
ほ
ぼ
収
ま

っ
て
ゴ

一年
ぶ
り
の
釣
り
会
を
期
待
さ
れ
て
い
た
会
員

の

皆
様
に
は
誠
に
申
し
訳
な

い
と
思

い
、
お
一詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

そ

こ
で
、
六
月
の

一
泊
イ
サ
キ
釣
り
会
に
期
待
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

一
泊

で
の
釣
り
会
は
、
最
近
と
み
に
人
気
が
な
く
、
参
加
希
望
者
は
四
名

の
み
で
し

た
。
と

こ
ろ
が
、
釣
行
の

一
週
間
ぐ
ら

Ｆ
前

に
な

っ
て
、
そ
月
う
ち
め
お

一
人

か
ら
参
枕
で
き
な
く
，な
っ
た
ヒ

い
う
ゴ
連

書ヽ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
ノ
人
数
が
四

人
以
下

に
な

っ
た
場
ム
ロ
、
始
宿

に
ｉ
碁
桑
・一惑
を
か
け
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
釣
４

は
、
中
止
に
す
る
と
い
う
世
話
大
会

の
申
し
合
わ
せ
も
あ
り
ま
す

の
で
ゴ
”午
〓

丸
に
連
絡
を
入
れ
、
中
止
の
申
し
出
を
し
ま
し
た
（）な
お
腰
越

の
秋
田
量
で
も
、

仕
立
て
で
出
る
な
ら
最
低
六
人
は
集
ま

っ
て
、欲
し
い
レ
一申
し
入
れ
が
あ
り
ま

す
こ
四
人
以
下
で
の
仕
立
て
が
可
能
な

の
は
、
金
沢
漁
港
の

一黒

一
九
」
だ
け

で
す
（）
た
だ

こ
れ
も
燃
料
代
の
高
騰

で
い
（ノ
変
わ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
（́

以
上
が
イ
サ
キ
釣
り
？
甲
止
と
な
り
ま
し
た
経
緯
で
す
．

こ
ち
ら
も
参
加
を
希
望

さ
れ
て

い
た
会
員
の
皆
様
を
一晏
切
る
こ
と
に
な
り
、
華

し
訳
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
っ

な
お
、
本
会
報
に
も
ご
案
内
が
あ
り
ま
す
が
二
」
月
の
Ｌ
Ｔ
五
日
釣
り
会
は
、

す
で
に
秋
田
量
に
予
約
あ

連
絡
を
入
れ
イ
、多
り
ま
す
Ｉ

一ム員
の
皆
様
の
振
る

っ

て
の
参
加
を
下お
願
い
い
た
―
手́
阜
た

ま
た
リー
．、属
一の
ニ
シ

マ
ス
一養
■
全
ニ
二
一
、
凛

し

い
渓
流
で
の
釣
吟
会
や
お
い
し

‐′、
昼
一食
や
温
泉
ち
豪
わ
た
ま
す
ｆ
（〓
員
以
外

の
上方
に
も
声
か
「「一か
け
て
い
わ
寡
に
い
グ
、、
ギ
ニ
リ
、
一登
ム
百
十
‐〓
′に
ｒ
ヒ
黒
ら

一
、二ｆ
４ノ

，ま
す
。

ま
た
、
九
月
の
イ
ナ
ダ
釣
り
で
は
、
日
並
み
が
良
け
れ
ば
、
二
時
間
ぐ
ら

い

で
タ
ー
ラ
ー
満
杯

の
入
れ
食

い
の
釣
り
が
楽
し
め
ま
す
。

↑
り
な
み
に

一
昨
年

が
そ
う
で
し
た
ご

ア
〓
っ
ら
も
ぜ

ひ
大
勢
の
参
加
を
お
願

い
た
し
ま
す
っ

-3-



第
二
日

「
Ｌ
Ｔ
五
日
釣
り
会
」
案
内
　
　
世
話
大
会

Ｌ
Ｔ

奪

イ
‥
キ

”１
／ｔ

）
で
、
こ
の
時
期
釣
れ
る
魚
を

い
ろ
い
ろ
狙

い
ま

す
。
ア
ジ

の
大
型
や
、
運
が
良
け
れ
ば
ア

マ
ダ
イ
の
良
型
が
釣
れ
る
こ
と
も
あ

特
ま
す
。
本
や
が
決
ま

っ
て
い
な

い
釣
り
だ
け
に
、
何
が
釣
れ
る
か
期
待
は
大

去ヽ
二
Ｆ
‘
卜
す
３

葬
輩

七
月
十
二
百
【
（，人
）　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ〓
隅
決
行

要
越

　

「秋
田
屋

一

一電
話
　
０
四
六
七

，
〓
三

・
一
一
Ｔ
（九

江
ノ
電

「腰
越

一　

　

　

　

徒
歩
七
分
で
腰
越
漁
港

ヘ

小
田
急

ご
角
瀬
江
ノ
島
」

七
時
二
〇
分
　
　
　
　
二ヽさ
迎
あ
り

七
時
三
０
分

一
二
、
○
○
○
円

（乗
給
料

・
仕
掛
け
代

。
ェ
サ

・
氷
込
み
）

タ
ー
ラ
ー
？
昼
食
。
飲
み
物
。
雨
具
。
帽
子
。
タ
ォ
ル
。

竿

（負
荷
四
十
号
ヽ

中
型
リ
ー
ル
３
中
型
片
テ
ン
ビ
ン
．

竿
掛
け
Э
サ

ニ
ー
籠
（）
お
も
ｎ
／四
十
号
。

七
、
釣
り
方
　
左
に
示
し
た
対
象
魚
の
水
深
で
コ
マ
セ
を
ま
き
、
ァ
タ
プ
を

待

つ
Ｄ
表
層
付
近

↓
う
ヮ
カ
シ
、
メ
ー
ダ
ガ
ツ
オ
、
カ
ツ
ォ

一氏

（
″
・
（ノ上
上
上

メ

ヽ
―
ト

ウ

幸
ゝ
係
、
・
１
／

サ

キ
＼

メ
‐
シ

ご
／
′イ
、
マ

ギ
／
、

一Ｌ

か

っヽ
〓
一
く
　
　
‐Ｐ
ゥ

多ま
で

・
マ
ご

，コ‐
、　
クヽ

ロ
グ
／

´
イ
ヽ
　
マ
ノ
マ
ギ

ィ
‐

）栄
　
軍

し
■
〓

　ヽ
　
一ヨ

一封

Ｆ

（Ｉ
万

キ
、
係
卜
甲
‐
・し
ュ
Ｔ
（一
で
メ
＼
だ
¨
六
一
い

。

第
四
回

「イ
ナ
ダ
釣
り
会
」
の
お
知
ら
せ

世
話
人
会

ブ
リ
で
四
十
セ
ン
チ
く
ら
い
に
成
長
し
た
も
の
を
イ
ナ
ダ
と
い
い
ま
す
が
、

引
き
が
強
く
、
食
べ
て
お
い
し
い
魚
で
す
）^
回
遊
に
出
会
う
と
、
た
く
さ
ん
釣

れ
る
の
で
楽
し
み
で
す
。

記

九
月
十
二
日

（月
）

腰
越

「秋
田
屋
」
　

電
話
　
〇
四
六
七

う
三

一
。
一
二
人
た

江
ノ
電

「腰
越
」
徒
歩
七
分
で
腰
越
漁
港

ヘ

小
日
急

「片
瀬
江
ノ
島
」
　

七
時
二
十
分
　
　
送
迎
あ
り
　
．４

七
時
三
十
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
一
一ぅ
○
○
○
円

↑
茉
船
料

・
仕
掛
け
代

，
一主
‘

氷
代
込
み
）

竿

（負
荷
五
〇
号
）

ユ一ム
た
は
手
釣
り
用
具
ｃ
リ
ー

ル

（小
型

電
動
ヽ

中
型
天
枠
（）
ス
テ
カ
ン
五
０
号
っ
ゴ

ム
ク

ッ
シ
ヨ
ン

（
ニ
ミ
リ

Ｘ
五
３
セ

ン
チ
）

六
、
携
行
品
　
タ
ー
ラ
ー
。
昼
食
。
飲
み
物
っ
雨
具
っ
帽
子
３

七
、
釣
り
方
　
①
　
請千
釣
り
…
　
船
長
の
支
持
す
る
タ
ナ
ま
で
下
ろ
し
、
ケ言
″

つ
ぱ

い
し
や
く
り
あ
げ
、
ア
タ
リ
を
待

つ
／^
上
げ
た
分
ま

で
リ
ー
ル
を
巻
き
上
げ
、
ま
た
し
や
く
り
あ
げ
、
ア
タ
リ

を
待

つ
。
上
の
層
ま
で
繰
り
返
し
、
ア
タ
リ
が
な
け
れ
ば
、

巻
き
上
げ
て

コ
マ
セ
を
一詰
め
一替
え
る
′^

②
　
手
釣
り

（人
の
字
釣
り
法
）
…
右
手
で
幹
糸
を
手
探
り
上

げ
素
早
く
左
手
に
持
ち
替
え
、
幹
糸
を
福
ん
で
手
探
特
上

げ
る
。
　

※
同
封

の

ハ
ガ
キ
で
雫
し
ユ
万

で
下
さ

Ｆ
ン̈

給 覇

宿 日

一二
、　
性
未
　
　
へ
回

四
、
参
加
贄

五
、
携
行
品

六
、
釣
り
具

五 四 三

釣 参 集
力口

具 費 合

給 期

宿 日
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１

２

３

４

４

町田静隆

世話人会

世話大会

世話大会

世話人会

K先生のこと

「イナダ釣 り会」の報告

各種釣会中止等のお詫び

「アジ釣 り大会」の案内

「アマダイ釣り会」の案内

随想

第 4回

お詫び

第 47回

第 5回

嬢鶏(勤

峰年f¬朧轟

ヾ
'IX
＼遍Ц、ヽ4 警 暴 040

Ｋ
先
生
の
こ
と

町
田

静
隆

私
の

一
番
の
趣
昧
は
、
海
釣
り
で
あ
る
。
人
生
て
釣
り
に
出
会
え
た
こ
と
は
本
当
に
幸
せ
な
こ
と
と
、
思

っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
出
会
い
に
つ
い
て
、
お
話
し
し
た
い
。

以
前
か
ら
漢
然
と
釣
り
を
し
た
い
と
い
う
願
望
は
あ
っ
た
が
、
き
っ
か
け
を
つ
か
め
ず
に
い
た
私
は
、
平

成
元
年
四
月
、
江
戸
川
区
の
都
立
高
校
に
異
動
し
た
時
、
国
語
科
の
先
輩
の
Ｋ
先
生
に
出
会
っ
た
の
で
あ

る
。
Ｋ
先
生
は
釣
り
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
、
そ
れ
も
中
途
半
端
な
釣
り
好
き
の
レ
ベ
ル
で
は
な
か
っ
た
。
幼
稚

園
児
の
お
子
さ
ん
が
、
「お
父
さ
ん
の
仕
事
を
絵
に
か
き
ま
し
よ
う
。
」
と
い
う
課
題
に
、
教
師
の
絵
と
漁

師
の
絵
を
両
方
描
い
た
と
い
う
＜
ら
い
に
釣
り
に
の
め
り
込
ん
で
い
る
人
で
あ
っ
た
。
全
く
の
初
心
者
で

あ
っ
た
私
は
、
一
か
ら
教
え
を
乞
う
こ
と
が
で
き
る
師
匠
に
出
会
え
た
の
だ
。
道
具
の
選
定
か
ら
魚
の
さ

ば
き
方
ま
で
す
べ
て
教
わ
っ
て
、
Ｋ
先
生
に
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
最
低
月

一
回
ペ
ー
ス
で
釣
り
に
出

か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
体
育
科
と
社
会
科
の
動
向
が
い
た
の
で
毎
回
四
～
五
人
で
の
釣
行
で
あ
っ
た
。

ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
は
銚
子
の
「透
容
丸
」と
い
う
船
宿
で
、
ハ
ナ
ダ
イ
や
イ
ナ
ダ
・カ
ン
バ
チ
な
ど
の
青
物
が
本

命
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
外
で
も
、
神
奈
川
の
早
川
や
、
三
浦
半
島
、
房
総
の
布
良
や
竹
岡
、
に
も
出
か
け
た
。

魚
種
も
真
鯛
、
カ
ツ
オ
な
ど
を
申
心
に
狙
っ
た
。

平
成
十

一
年
、
管
理
職
要
因
と
な
り
異
動
し
た
後
、
管
理
戦
時
代
の
合
計
十
五
年
間
は
、
釣
竿
を
し
ま

っ
た
ま
ま
に
な
っ
た
が
、
平
成
二
十
五
年
に
定
年
退
職
す
る
と
同
時
に
、
東
京
都
退
職
校
長
会
の
釣
り
部

会
に
入
会
し
、
十
五
年
ぶ
り
の
釣
り
を
再
開
し
た
。

釣
リ
ク
ラ
ブ
で
は
、
月

一
回
の
ペ
ー
ス
で
釣
り
会
を
行
っ
て
お
り
、
金
沢
八
景
や
浦
安
な
ど
の
近
場
か
ら
、

船
を
仕
立
て
て
、
ア
ジ
や
シ
ロ
ギ
ス
、
イ
シ
モ
チ
な
ど
を
釣
り
に
出
か
け
て
い
る
。
年
二
回
は
伊
豆
の
下
田

ま
で

一
泊
の
釣
り
会
も
行
っ
て
い
る
。
一
昨
年
四
月
か
ら
は
ク
ラ
プ
の
委
員
長
を
仰
せ
つ
か
り
、
日
々
釣

り
の
計
画
を
練
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

釣
り
が
好
き
な
方
、
三
十
年
前
の
私
と
同
じ
様
に
や
り
た
い
と
思
い
な
が
ら
そ
の
機
会
が
な
い
方
、
校

長
で
な
く
て
も
、
同
行
の
士
は
準
会
員
と
し
て
歓
迎
し
ま
す
の
で
、
‐
ど
う
か
ご
連
絡
く
‐だ

‥さ
い
。

ゝ 鑽 ジ
1



第
四
回

「イ
ナ
ダ
釣
り
会
」
報
告
　
　
　
　
世
話
人
会

本
年
度
に
な
つ
て
第

一
回
シ
ロ
ギ
ス
釣
り
会
か
ら
、
特
別
会
　
新
入
会
員
歓

迎
会
「
ニ
ジ

マ
ス
釣
り
会
」
ま
で
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
ま
た
天
候
不
順
の
た
め
、

五
回
す
べ
て
中
止
に
な

っ
た
。
九
月

一
二
日

（土
）
第
四
回

「イ
ナ
ダ
釣
り
会
」

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
町
田
会
長
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
は

一
〇
人
の
参
加
予
定

で
あ
る
。
久
し
ぶ
り
の
大
人
数
で
嬉
し
い
。
し
か
し
二
日
ぐ
ら
い
前
か
ら
沖
縄

の
方
で
大
型
台
風
が
猛
威
を
奮

っ
て
い
る
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
て
い
る
。
「今
回

も
だ
め
か
な
」
と
半
分
諦
め
て
し
ま
う
。
中
止
の
知
ら
せ
が
来
な
い
の
を
願
い

な
が
ら
準
備
を
し
た
。

三
時
過
ぎ
に
起
き
、
外
を
見
た
。
雨
は
降

つ
て
い
な
い
。
風
も
殆
ど
な
い

「よ
し
―
こ
れ
な
ら
で
き
る
」
と
思
い
支
度
を
す
る
。
四
時
半
に
家
を
出
て

電
車
に
乗
る
。
五
時
頃
明
る
く
な

っ
て
き
た
。
二
日
前
の
中
秋
の
名
月
が
ま
だ

丸
く
美
し
い
。
鎌
倉
で
江
ノ
電
に
乗
り
換
え
る
。
七
里
ガ
浜
で
観
る
海
原
は
波

も
な
い
。
腰
越
で
下
車
し
漁
港
に
着
く
。
ま
だ
七
時
前
だ
が
大
名
の
方
が
来
て

い
る
。
お
二
人
の
方
が
急
用
で
来
ら
れ
ず
、
人
人
の
参
加
者
で
あ
る
。
新
聞
を

見
る
と
相
模
湾
で
は
今
シ
ー
ズ
ン
は
ま
だ
イ
ナ
ダ
は
釣
れ
て
い
な
い
。
し
か
し

今
朝
の
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
釣
り
欄
で
は
、
腰
越
で
イ
ナ
ダ
が

一
～
十

一
匹
が
釣
れ

て
い
る
と
で
て
い
る
。
期
待
を
持
て
そ
う
な
気
が
す
る
。

人
時
十
五
分
出
船
、
富
士
山
、
江
の
島
が
並
ん
で
美
し
く
見
え
る
。
九
時
頃

釣
り
場
に
着
く
。
イ
ナ
ダ
を
狙
つ
て
い
る
よ
う
だ
。
興
奮
し
て
き
た
。

第

一
投
、
間
も
な
く
、
軽
い
ア
タ
リ
が
来
た
。
上
げ
て
い
る
う
ち
、
重
さ
を
感

じ
な
く
な
り
ば
ら
し
た
か
な
と
思

っ
た
が
二
十

錮
ぐ
ら
い
の
イ
ト
ョ
リ
ダ
イ

が
上
が
っ
て
き
た
。
そ
の
後
ほ
ぼ
全
員
と
言

っ
て
い
い
ぐ
ら
い
い
ろ
ん
な
魚
を

釣
り
上
げ
て
い
る
。
サ
バ
が
多
く
釣
れ
て
い
る
。
あ
ち
こ
ち
で
バ
タ
バ
タ
と
跳

ね
る
音
が
す
る
。
そ
の
分
お
祭
り
も
多
い
。
私
も
町
田
会
長
に
何
回
も
迷
惑
を

か
け
た
。
ア
ジ
も
多
く
つ
れ
て
い
る
。
殆
ど
が
三
十

ｃｍ
前
後
の
大
物
で
、
黄
金

ア
ジ
と
言
わ
れ
る
立
派
な
も
の
で
あ
る
。
私
は
初
め
て
目
に
し
、
耳
に
し
た
イ

ト
ョ
リ
ダ
イ
も
多
く
釣
れ
た
。
本
命
の
イ
ナ
ダ
も
多
く
の
人
が
釣

つ
て
い
る
よ

う
に
思
え
た
が
、
集
計
表
を
見
る
と
ど
な
た
も
釣

っ
て
い
な
い
の
は
意
外
だ

つ

た
。
十

一
時
半
頃
ま
で
同
じ
場
所
で
釣
っ
た
が
、
必
ず
誰
か
が
、
何
か
を
釣

つ

て
い
る
ぐ
ら
い
好
調
で
あ

つ
た
。

そ
の
後
二
か
所
釣
り
場
を
変
え
た
が
初
め
て
の
場
所
ほ
ど
の
釣
果
は
な
か

っ
た
。　
一
時
前
に
終
了
、
帰
港
後
、
反
省
会
を
行

っ
た
。
本
命
の
イ
ナ
ダ
こ
そ

釣
れ
な
か
っ
た
が
、
多
く
の
釣
果
と
、
久
し
振
り
釣
り
会
が
で
き
た
こ
と
に
全

員
満
足
気
で
あ

っ
た
。

十
月
十
四
日

（金
）
第
四
十
七
回
ア
ジ
釣
り
大
会
に
は
多
く
の
人
を
誘

っ
て

再
会
し
よ
う
と
約
束
し
て
解
散
し
た
。

※
追
記
　
自
慢
し
よ
う
と
釣

っ
た
魚
を
台
所
に
並
べ
た
が
、
今
話
題
の
『
ア
ニ

キ
サ
ス
』
の
た
め
歓
迎
さ
れ
な
か
つ
た
。
し
か
し
シ
メ
サ
バ
、
み
そ
煮
、
塩

焼
き
等
、
サ
バ
を
料
理
し
た
が
驚
く
ほ
ど
美
味
で
あ

つ
た
。

釣
果

釣
座

田
中

大

山
町
田
右
舷
左
舷

イ
ト

ョ
リ
ダ
イ
２
　
カ
イ
ワ
リ
ー
　
ア
ジ
２

ァ
ジ
５
　
イ
ト
ョ
リ
ダ
イ
３
　
サ
バ
７

ア
ジ

５
　
サ
バ
６

大
山
　
　
齊
藤
　
　
町
田
　
　
田
中

藤
本
　
　
佐
藤
　
　
佐
藤
　
　
岩
森（齊
藤

徳
サ
バ

6
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令
和
四
年
度

　

「
一
泊
イ
サ
キ
釣
り
会
」
。
第
二
回

「
Ｌ
Ｔ
五
日
釣
り
会
」
。

新
入
　
　
会
員
歓
迎

「
ニ
ジ

マ
ス
釣
り
会
」
中
止
の
お
詫
び町
田
　
静
隆

六
月
十
二
・
十
三
日
に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た

一
泊
イ
サ
キ
釣
り
会
で
す
が

今
回
三
名
の
参
加
希
望
者
し
か
な
く
、
三
名
以
下
で
の
釣
行
は
中
止
す
る
と
い

う
内
規
に
従

つ
て
中
止
や
む
な
き
に
至
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
七
月
十
二
日
（火
）

に
予
定
し
て
い
ま
し
た

「
Ｌ
Ｔ
五
日
釣
り
会
」
及
び
、
人
月
六
日

（金
）
に
予

定
し
て
お
り
ま
し
た
、
新
入
会
員
歓
迎

「
ニ
ジ

マ
ス
釣
り
会
」
を
中
止
し
た
経

緯
に
つ
い
て
、
説
明
と
お
詫
び
を
い
た
し
ま
す
。

今
年
の

「
Ｌ
Ｔ
五
目
釣
り
会
」
は

一
昨
年
同
様
、
腰
越
の
秋
田
屋
か
ら
出
漁

の
予
定
で
し
た
。
ま
た

「
ニ
ジ

マ
ス
釣
り
会
」
は
昨
年
同
様
、
山
梨
県
大
月
の

「金
の
森
荘
」
で
の
実
施
予
定
で
し
た
。

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
デ
ル
タ
株
に
よ
る
第
七
波
と
い
わ
れ
る

感
染
拡
大
に
伴
い
、
長
時
間
の
移
動
を
伴
う
移
動
や
会
食
を
伴
う
釣
り
会
の
実

施
は
ど
う
か
と
い
う
会
員
の
方
々
の
声
も
大
き
く
、
こ
ち
ら
も
中
止
の
や
む
な

き
に
至
り
ま
し
た
。

幸
い
、
九
月
に
実
施
す
る

「イ
ナ
ダ
釣
り
会
」
で
は
、
日
並
み
が
良
け
れ
ば

爆
釣
と
い
う
イ
ナ
ダ
釣
り
は
毎
年
会
員
の
皆
様
の
期
待
も
大
き
く
、
今
回
も
久

し
ぶ
り
の
十
人
の
参
加
希
望
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。
都
合
に
よ
り
二
名

の
キ
ヤ
ン
セ
ル
は
出
ま
し
た
も
の
の
、
詳
し
く
は
齊
藤
会
員
の
報
告
に
譲
り
ま

す
が
、
人
名
参
加
で
の
釣
り
会
を
実
施
で
き
ま
し
た
。
今
年
度
に
な

っ
て
、
第

一
回

「
シ
ロ
ギ
ス
釣
り
会
」
以
来
、
理
由
は
様
々
で
あ
り
ま
し
た
が
、
す
べ
て

の
釣
り
会
は
実
施
で
き
ず
、
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ヨ
ン
が
溜
ま
り
に
溜
ま

っ
て
お

り
ま
し
た
の
を
、
よ
う
や
く
解
消
で
き
た
気
分
で
す
。

十
月
に
は
、
第
四
十
七
回
と
な
る

「ア
ジ
釣
り
大
会
」
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

十

一
月
に
は
、
「ア
マ
ダ
イ
釣
り
会
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
（そ
れ
ぞ
れ
の
会
の
ご
案
内
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。
）

会
員
の
多
く
の
方
々
も
、
四
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
ん
で
い
る
と
拝
察

い
た
し
ま
す
。
安
全
な
釣
り
会
と
な
り
ま
す
の
で
、
奮

っ
て
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

訃
報

千
葉

康
算
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
七
月
十
日

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

千
葉
先
生
に
は
長
年

千
代
田
会
釣
リ
ク
ラ
ブ
世
話
人
と
し
て

ご
活
悪
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
会
計
担
当
と
し
て
ご
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

優透蕩
ー =〕
´
マス
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第
四
十
七
回
　
　
「
ア
ジ
釣
り
大
会
」
案
内
　
　
　
世
話
人
会

今
年
も
千
代
田
会
釣
り
会
恒
例
の
ア
ジ
釣
り
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
船
宿
は

昨
年
と
同
じ

「黒

一
丸

（く
ろ
か
ず
ま
る
）
」
で
す
。
車
の
方
は
金
沢
漁
港

（金

沢
区
海
の
公
園
）
に
集
合
、
電
車
の
方
は
、
金
沢
人
景
を
出
て
、
荒
川
屋
方
面

に
向
か
う
途
中
の

「
ロ
ー
ソ
ン
」
の
前
に
七
時
二
十
分
集
合
で
、
若
船
長
が
車

で
迎
え
に
来
て
く
れ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
ヽ

記
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
、

一
、
期
　
日
　
十
月
十
四
日

（金
）
　
　
　
　
　
小
雨
決
行

二
、
船
　
宿
　
金
沢
漁
港

「黒

一
丸
」

京
急
金
沢
人
景
下
車
、
車
で

一
〇
分

第
五
回
　
　
「ア
マ
ダ
イ
釣
り
会
」
案
内
　
　
世
話
人
会

ア
マ
ダ
イ
は
高
級
魚
と
し
て
有
名
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
数
多
く
釣
る
こ
と
は

難
し
い
魚
種
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
釣
り
心
を
そ
そ
る
魚
で
す
。
三
枚
に
お
ろ

し
て
昆
布
で

一
晩
締
め
た
さ
し
み
の
お
い
し
さ
は
格
別
で
す
。

記
十

一
月
十

一
日

（金
）
　
　
　
　
小
雨
決
行

腰
越

「秋
田
屋
」
　

電
話
　
０
４
６
７

・
３
１

・
１
２
８
９

江
ノ
電

「腰
越
」
　
　
　
徒
歩
七
分
で
腰
越
漁
港

ヘ

小
田
急

「片
瀬
江
の
島
」
七
時
二
十
分
　
　
送
迎
あ
り

七
時
三
十
分

一
万
三
千
円

（乗
船
料

・
仕
掛
け
代

・
ェ
サ

。
氷
代
込
み
）

タ
ー
ラ
ー
。
昼
食
。
飲
み
物
。
雨
具
。
帽
子
。
タ
オ
ル
。

竿

（負
荷
五
十
号
）
。
中
型
リ
ー
ル

（電
動
が
あ
れ
ば
望
ま
し

い
）
中
型
片
テ
ン
ビ
ン
。
竿
掛
け
。
サ

ニ
ー
籠
。
錘
五
十
号

ア
マ
ダ
イ
釣
り
は
、
コ
マ
セ
を
使
ゎ
ず
、
片
天
粋
仕
掛
け
で
釣

る
。
オ
キ
ア
ミ
の
エ
サ
を
つ
け
て
投
入
。
海
底
近
く
を
狙
う
の

で
錘
が
底
に
着
い
た
ら
誘
い
を
兼
ね
て
、
ハ
リ
ス
の
長
さ
だ
け

錘
を
上
げ
、
海
底
を
た
た
く
よ
う
に
下
ろ
す
。
絶
え
ず
小
突
く

こ
と
が
ひ
つ
よ
う
で
す
。

※
　
同
封
の

ハ
ガ
キ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

（送
迎
あ
り
）
電
話
　
０
４
５

。
７
８
１

・
０
６
９
１

駐
車
料
　
一
日
三
〇
〇
円
つ
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
篭
■

三
、
集
　
△
口
　
七
時
三
十
分
　
電
車
の
方
は
、
ロ
ー
ソ
ン
前
七
時
二
十
分

ま鶴
．一ギ

′饉
冒

四
，
参
加
費
　
一
万
三
千
円

（乗
船
料

・
仕
掛
け
代

・
ェ
サ

。
氷
込
み
）
二
一警

五
、
携
行
品
　
ク
ー
ラ
ー
昼
食
、
飲
み
物
。
雨
具
、
帽
子
、
タ
オ
ル
。
　
　

♂́

六
、
釣
り
具
　
竿

（
Ｌ
Ｔ
用
。
貸
し
竿
有
り
）
中

・
小
型
リ
ー
ル
。
竿
掛
け

イ
ヮ
シ
ミ
ン
チ
用

コ
マ
セ
籠

（二
十
号
）
中
型
方
片
天
枠
。
ゴ

ム
ク
ツ
シ
ョ
ン

（三
十

ｍ
）。

七
、
釣
り
方
　
イ
カ
タ
ン
や
青
ィ
ソ
メ
の
餌
を
付
け
、
コ
マ
セ
籠
に
ミ
ン
チ
を

入
れ
た
ら
投
入
。
錘
が
底
に
着
い
た
ら
、
糸
ふ
け
を
と
り
、
二

ｍ
巻
き
上
げ
て
コ
マ
セ
を
巻
く
。
さ
ら
に

一
ｍ
巻
き
上
げ
て
ア

タ
リ
を
待

つ
。
日
が
弱
い
の
で
ゆ
つ
く
り
巻
き
上
げ
取
り
込
む
。

人
、
表
　
彰
　
ア
ジ
の
数
で

一
位
～
三
位
。
大
物
賞
三
名
　
ア
ジ
以
外
の
魚
種

※
　
申
し
込
み
　
同
封
の
は
が
き
に
六
十
三
円
切
手
を
貼
り
申
し
込
む
。

三
、

四
、

五
、

六
、

七
、
釣
り
方

期
　
日

船
　
宿

①②集

合

参
加
費

携
行
品

釣
り
具

4-
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NO,

第
五
回

「
ア
マ
ダ
イ
釣
り
会
」
報
告
　
世
話
人
会

コ
ロ
ナ
の
感
染
者
は
減
ら
な
い
が
、
天
気
予
報
は
好
天
と
述
べ
て
い
た
。

十

一
月
十

一
日
朝
、
腰
越
港
の
駐
車
場
で
参
加
者
が
、
釣
り
の
話
な
ど
で
盛
り
上

が

っ
て
い
る
。

七
時
二
十
分
、
市
川
、
岩
森
、
日
中
、
鳥
海
、
町
田
、
藤
本
の
六
名
が
集
合
。

七
時
三
十
五
分
、
出
船
。
晴
天
で
温
か
く
、
風
も
弱
く
、
波
も
小
さ
か
っ
た
。

富
士
山
は
、
う
す
い
露
が
か
か
つ
て
い
た
が
雲
ひ
と
つ
な
く
き
れ
い
に
見
え
た
。

遠
く
に
七
隻
の
釣
り
船
が
見
え
る
。

七
時
五
十
分
、
江
の
島
沖
に
到
着
。
近
く
に
江
の
島
が
見
え
た
。
船
長
の
合
図

で
第

一
投
。
反
応
は
無
く
、
八
時
五
分
、
初
め
て
の
ア
タ
リ
で
シ
ロ
ギ
ス

の
大
き
い
の
を
ゲ
ツ
ト
。
人
時
十
五
分
、
ア
マ
ダ
イ
の
小
を
ゲ
ツ
ト
。

人
時
二
十
分
、
船
は
移
動
を
開
始
。
ア
タ
リ
が
無
く
、
三
回
移
動
を

繰
り
返
す
。
江
の
島
が
ど
ん
ど
ん
遠
く
な

っ
て
い
く
。
そ
の
後
、
カ
レ
イ

イ
ト
ョ
リ
ダ
イ

・
ア
マ
ダ
イ
を
グ
ツ
ト
。
十
二
時
の
異
動
後
、
ア
マ
ダ
イ
や

イ
ト
ョ
リ
ダ
イ
が
沢
山
釣
れ
た
。
少
し
早
い
が
、
十
二
時
三
十
分
沖
上
が
り
。

貧
漁
で
あ
つ
た
が
、
全
員
ア
マ
ダ
イ
を
グ
ツ
ト
出
来
て
良
か
っ
た
。

魚
は
、
さ
し
み

・
塩
焼
き

。
煮
物
で
食
べ
た
。
妻
が

「お
い
し
い
」
と
言
っ
た
。

（秋
田
屋
は
、
腰
越
港
の
中
の
小
屋
で
受
付
や
案
内
を
し

・
駐
車
料
も
返
金
し
て

止
）

右
舷
　
市
川

，
町
田

・
鳥
海
　
　
左
舷
　
藤
本

。
田
中

・
岩
森

　

　

（藤
本
記
）

く
れ
た
が
中
止
。
ま
た
釣
り
の
後
、
お
茶
や
お
菓
子
で
接
待
も
中

釣
果
　
ア
マ
ダ
イ
　
鳥
海

・
藤
本

（
５
）

岩
森

・
田
中

（
４
）

外
道

（船
中
）
　

イ
ト
ョ
リ
ダ
イ

（
９
）
　

カ
レ
イ

（
３
）

サ
バ

（３
）
　

マ
ゴ
チ

（２
）
　

カ
ル
■
４

（
２
）

-1-

第 5回   「アマダイ釣 り会」の報告
第 47回  「アジ釣 り大会」の報告
1泊    「ワラサ釣 り会」の案内
第 6回   「ワカサギ釣 り会」の案内
釣 り部  「研究・懇談会」の案内
編集委員より お願い  釣 り情報

世話人会

世話人会

世話人会

世話人会

世話人会

世話人会

１

　

２

　

３

　

３

　

４

　

４



第
四
十
七
日

　

　

「
ア
ジ
釣
り
大
会
」
報
告
　
　
　
　
　
世
話
人
会

十
月
十
四
日
、
金
沢
漁
港
内
の

「黒

一
丸
」
に
仕
立
て
を
お
願
い
し
て
ア
ジ
釣
り
大
会
を
開

催
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
不
安
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
先
ず
は
開
催
で
き
た
こ
と
が
何
よ
り

も
嬉
し
い
こ
と
。
今
年
に
な

つ
て
か
ら
は
九
月
の
イ
ナ
ダ
釣
り
に
次
い
で
二
日
目
に
な
る
が
、

こ
の
ア
ジ
釣
り
大
会
は
歴
史
の
あ
る
特
別
な
大
会
で
、
よ
り
気
合
の
入
る
釣
行
の

一
つ
で
あ
る
。

今
回
は
七
人
の
会
員
が
参
加
し
た
。

当
日
の
報
、
天
気
予
報
に
違
わ
ず
小
雨
だ

っ
た
が
、
七
時
半
過
ぎ
に
全
員
が
揃

っ
た
こ
ろ
に

は
雨
も
上
が
り
、
開
会
式
３
町
田
会
長
の
挨
拶
に
続
き
藤
本
会
員
か
ら
競
技
上
の
諸
注
意
が
伝

え
ら
れ
開
会
式
が
終
了
。
水
を
ク
ー
，ラ
ー
ボ
ツ
ク
ス
に
入
れ
て
人
時
頃
に
出
港
。
新
し
い
船
で

前
後
に
ト
イ
レ
が
あ
る
。
使
い
や
す
そ
う
だ
。

出
港
後
ま
も
な
く
し
て
最
初
の
釣
り
場
に
到
着
し
た
。
例
年
通
り
、
針
先
に
は
イ
ソ
メ
を
チ

ヨ
ン
掛
け
し
て
コ
マ
セ
を
撤
く
。　
一
投
目
か
ら
着
底
と
同
時
に
引
き
が
入
る
。　
コ
ツ
コ
ツ
と
当

た
る
の
で
今
日
は
釣
果
が
期
待
で
き
そ
う
だ
。
た
だ
予
想
外
の
こ
と
が
多

々
あ
る
も
の
で
厄
介

な
こ
と
が
…
、
何
と
底
に
は
フ
グ
が
多
い
ら
し
く
、
と
に
か
く
着
底
と
同
時
に
引
き
が
あ

っ
て

も
糸
を
切
ら
れ
る
こ
と
が
重
な
り
仕
掛
け
を
六
回
も
付
け
替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
羽
目
に
な

っ
た
こ
と
、
そ
れ
に
併
せ
て
船
の
ロ
ー
リ
ン
グ
が
激
し
く
て
船
酔
い
に
悩
ま
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
の
二
重
苦
を
抱
え
な
が
ら
の
釣
行
に
な

っ
た
訳
だ
が
、
同
じ
右
舷
に
席
を
と
る
斎
藤

会
員
と
藤
本
会
員
を
見
て
も
淡

々
と
釣
り
に
集
中
し
て
い
る
様
子
で
、
船
べ
り
に
這
い
つ
く
ば

る
よ
う
に
し
て
耐
え
て
い
る
私
と
は
大
違
い
。
何
と
も
恥
ず
か
し
い
有
様
、
記
録
係
を
仰
せ
つ

か
り
な
が
ら
自
分
の
こ
と
も
で
き
な
い
状
態
で
申
し
訳
な
い
気
持
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
の
ア
ジ
釣
り
大
会
で
は
比
較
的
小
ぶ
り
の
ア
ジ
が
多
か

っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま
す

が
今
回
は
大
型
の
ア
ジ
が
よ
く
釣
れ
て
い
る
。
最
初
の
釣
り
場
か
ら
移
動
し
て
次
の
釣
り
場

へ
。

や

っ
と
フ
グ
か
ら
解
放
さ
れ
て
糸
が
切
ら
れ
る
こ
と
が
無
く
な

つ
た
。
早
速
、
町
田
会
長
が
三

十
セ
ン
チ
オ
ー
バ
ー
の
大
ア
ジ
を
釣
り
上
げ
た
。
田
中
会
員
は
順
調
に
釣
果
を
伸
ば
し
て
い
る
。

隣
の
斎
藤
会
員
は
見
事
な
真
調
を
釣
り
上
げ
た
、
何
と

一
本
針
で
の
釣
果
だ

っ
た
と
か
ｉ
。

今
回
の
釣
り
を
通
し
て
棚
の
わ
ず
か
な
違

い
が
ア
ジ
の
釣
果
に
影
響
し
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

棚
ど
り
は
本
当
に
大
事
で
、
私
の
感
覚
で
は
お
そ
ら
く

一
、
三
メ
ー
ト
ル
か
ら
二
、
六
メ
ー
ト

ル
あ
た
り
で
ア
ジ
が
よ
く
釣
れ
た
よ
う
な
気
が
す
る
も
の
の
、
た
だ
底
の
起
伏
が
激
し
い
こ
と

や
潮
の
流
れ
が
速
か
っ
た
り
で
底
ど
り
が
な
か
な
か
難
し
か
っ
た
っ

今
回
の
釣
り
場
は
ニ
カ
所
、

一
時

過
ぎ
に
は
納
竿
、　
一
時
二
十
分
こ
ろ

に
帰
港
し
た
。
二
人
が

一
組
に
な

つ

て
釣
果
を
確
認
し
記
録
用
紙
に
記
入

す
る
。
続
い
て
閉
会
式
。
藤
本
会
員
か

ら
本
日
の
結
果
発
表
。
町
日
会
長
が

一
位
か
ら
三
位
の
会
員
に
賞
品
の
盾

を
授
与
。
今
年
優
勝
し
た
の
は
藤
本

会
員
で
感
想
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
最
後
に
斎
藤
会
員
か
ら
講
評

を
い
た
だ
き
閉
会
式
が
終
了
Ｄ

皆
様
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

帰
宅
後
に
早
速
ア
ジ
を
さ
ば
く
作

業
開
始
。
大
型
の
ア
ジ
は
調
理
し
や

す
い
。
刺
身
、
タ
タ
キ
、
塩
焼
き
も
美

味
し
い
が
自
家
製

の
干
物
が
最
高
Э

十
％
ほ
ど
の
塩
水
に

一
～
二
時
間
ほ

ど
漬
け
込
ん
で
か
ら

一
日
ほ
ど
陰
千

し
に
す
る
。
美
味
し
さ
が
凝
縮
し
た

飴
色
の
絶
品
に
…
。
骨
ま
で
食
べ
ら
れ
る
。
苦
し
か
つ
た
船
酔
い
も
忘
れ
て
今
度
は
美
酒
に
多

う
。
そ
し
て
来
年
は
コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
し
、
ま
た
開
催
で
き
る
こ
と
を
顧
う
。

お
世
話
に
な

っ
た
黒

一
九
の
皆
様
、
有
難
う
ゴ
ぎ
‐′、
ま
し
た
こ

・
成
績
発
表

（藤
本
）
　

Ｃ
藤
本
十
八
　
　
２
鳥
海
十
六
　
　
３
市
川
ム

大
物
賞

　

（
フ
グ
）
ヨ〓
一
・
（真
鯛
）
斎
藤

■

ア
ジ
）
〓
≡

※
釣
果
　
…
　
ア
ジ
平
均
十
五
尾

ス
往
重
　
‥
．　
盲
ホ鶴
一、　
フ
ゲ
ン、　
．刀
＋ソ
〓
一
、　
ィ

ンヽ
一
Ｊ
ア
、

（な
お
、
昨
年
の
入
賞
者
は
今
年
は
釣
果
に
か
か
わ
ら
ず
入
賞
の
対
象
外
に
な
，
ま
す
）

（右
舷
）
鳥
海

・
齋
藤

・
町
日

，
市
川

（左
舷
）
田
中

，
藤
本

，
岩
森
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（鳥
海
　
一計
じ

′
ｒ

　

′
ｆ

　

‥

　

　

一

註
轟
猛
Ｆ

一卜
Ｌ

一　
　
竣

‥

¨
　

　

■

　

，
　

鍼
　

¨

…

■

Ｌ

ｒ
雪

一
ヽ
一
■
一
，

騒
「
円 B哺

爵

百

夕
矛

ぶ

■

理
.r7.ヽ

十

訓監 Ｌ
Ｄ
ｒ
い



特
別
会

　

「
一
泊
ワ
ラ
サ
釣
り
会
」
案
内

世
話
大
会

十
二
月
は
ワ
ラ
サ

（
六
十

Ｃｍ
級
）
の
回
遊
魚
が
期
待
で
き
ま
す
。
運
悪
く

回
遊
し
て
い
な
い
場
合
は
、
い
つ
で
も
大
量
の
イ
サ
キ
釣
り
に
変
更
し
ま

す
。

昨
年
は
強
風
の
た
め
、
や
む
な
く
中
止
し
ま
し
た
が
、
改
築
な

っ
た
ブ
ル
ー

爪
木
で
の
、
お
い
し
い
夕
食
と
気
持
ち
い
い
温
泉
付
き
で
す
。

記

十
二
月
十

一
ｏ
十
二

（
日

３
月
）

東
京
駅
　
九
番
線
　
踊
り
子

一
一
五
号
　
一
号
車
指
定
席

六
。
釣
り
方

東
京
駅

（十
二
時
○
○
分
）
↓
横
浜

（
一
二
時
二
四
分
）
↓

小
田
原

（十
三
時

一
分
）
↓
下
田

（
十
四
時
四
十
人
分
）

二
三
〇
〇
〇
円

（宿
泊
費
。
乗
船
料
。
仕
掛
け

。
氷
代
）

ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
。　
一
四
日
の
朝
食
。
飲
み
物
。
他

竿

（負
荷
九
〇
号
）。
電
動
中
型
リ
ー
ル

（電
源
は
船
に
有
）

サ

ニ
ー
籠
百
号

（無
料
貸
し
出
し
有
）。
大
型
天
粋
。

ゴ
ム
ク
ッ
シ
ョ
ン

（
三
ミ
リ
で

一
メ
ー
タ
ー
）

指
示
さ
れ
た
タ
ナ
よ
り

一
ｍ
下
ろ
し
、
コ
マ
セ
を
ま
い
て
タ

ナ
ま
で
巻
き
上
げ
る
。
そ
こ
で
コ
マ
セ
を
ま
い
て
ア
タ
リ
を

待
つ
。
ア
ク
リ
が
あ

つ
た
ら
、
ゆ

っ
く
り
巻
き
上
げ
、
網
で

キ
ン′
、
う
。

※
ワ
ラ
サ
釣
り
に
参
加
を
申
し
込
ま
れ
る
方
は
十
二
月
六
日

第
六

「
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
会
」
案
内

世
話
大
会

寒
い

一
月
は
、
温
か
い
ド
ー
ム
船
で
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
を
や
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
だ
け
で
参
加
で
き
ま
す
。

記

一
、
日
　
時

二
、
集
　
合

三
、
参
加
費

四
、
携
行
品

五
、
釣
り
具

ま
で
に
町
田
先
生
に
直
接
電
話
で
申
し
込
ん

・※
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
を
申
し
込
ま
れ
る
方
は
ハ
ガ
キ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

~― ~~~~

て
く
だ
さ

い
。

一
、
日
　
時

二
，
場
　
所

（帰
り
）
川
日
駅

（
〓
二
”
三
〇
）
―
高
尾

（
一
五

”
二
０
）

乗
り
換
え

（
一
五

”
三
〇
）
↓
東
京

（
一
六

¨
三
〇
）

三
、
参
加
費
　
九
〇
〇
〇
円

（乗
船
料

・
釣
り
道
具

。
エ
サ
。
タ
ク
シ
ー
代
込
）

四
、
携
行
品
　
防
寒
服
装
　
ク
ー
ラ
ー

（氷
持
参
）
昼
食
　
飲
み
物
　
タ
オ
ル

五
、
釣
り
方
　
①
餌
を
付
け
、
投
入
し
、
錘
を
着
底
さ
せ
る
。
五
セ
ン
チ
く
ら

い
持
ち
上
げ
て
止
め
、
活
性
の
状
況
を
見
る
。
②
ア
タ
リ
が
な

け
れ
ば
、
竿
先
を
十
セ
ン
チ
位
の
幅
で
上
下
さ
せ
る
。
（
シ
ェ

イ
キ
ン
グ
）。
誘
い
を
十
秒
位
続
け
た
ら
ピ
タ
ッ
と
止
め
、
食

い
つ
く
タ
イ
ミ
ン
グ
を
与
え
る
。
３
ア
ク
リ
が
な
い
場
合
は
タ

ナ
を

一
〇
～
二
〇
セ
ン
チ
上
げ
て
シ
ェ
イ
キ
ン
グ
を
繰
り
返

す
。

六
、
料
　
理
　
そ
の
ま
ま
水
洗
い
し
て
、
拭
き
取
り
、
天
ぶ
ら
、
酢
の
物
。

一
月

一
七
日

（火
）

河
口
湖
ド
ー
ム
船

つ
浅
間
丸

六
七
ノ、
‐
四
四
二
二

山
梨

ハ
イ
ヤ
ー
　
〇
五
五
五
―
三
二
―

一
′、
Ｃ
Ｏ

東
京
駅

（六

三
二
四
）
↓
御
茶
ノ
水

（
六
三
二
′、
）
―
新
宿

（
六

”

四
人
）
―
高
尾

（
七

三
二
二
）
乗
り
換
え

（
七

”
四
七
）
―
大

一

月

（
Ａ

”
三
五
）
―
河
口
湖

（
九

“
二
六
）
タ
ク
シ
ー
で
六
番

３．

可
―
■

　

ゲ

ー

ト
。
ボ
ー

ト

で
ド
ー

ム
船

ヘ



釣
り
部

「
研
究
懇
談
会
」
　

案
内

世
話
人
会

会
場
は
、
池
袋
南
口

（東
武
デ
パ
ー
ト
南
口
）
の

「実
Ｅ
・
〓
Ｎ
」
（
元
の
勤

労
福
祉
会
館
）
で
す
。
二
年
間
コ
ロ
ナ
禍
で
実
施
で
き
ず
に
い
ま
し
た
の
で
、

皆
様
も
積
も
る
話
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

内
容
は
。
今
年
の
釣
り
会
の
状
況
報
告

・
会
員
の
皆
様
の

一
言

・
魚
介
類
の
ク
イ
ズ

（
一
位
か
ら
三
位
、
商
品
あ
り
）

。
来
年
の
釣
り
会

へ
の
要
望
等

の
話
し
合
い
を
行
う
予
定
で
す
。
日
頃
の
釣
り
会
で
は
、
話
を
す
る
間
も

な
く
解
散
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
の
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見

を
伺
い
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

記

一
、
日
　
時
　
　
令
和
五
年
二
月
四
日

（土
）
　

十
三
時
～
十
六
時

二
、
会
　
場
　
　
〓劉
』
上
】
ド
（
池
袋
駅
よ
り
徒
歩
十
分
）

電
話
〇
三
‐
三
九
入
〇
―
三

三
二
一

三
、
参
加
費
　
一
一千
円

（飲
み
物
、
お
菓
子
代
等
）

当
日
会
場
で
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※

申
し
込
み
は
同
封
の
ハ
ガ
キ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

お
願
い
　
。
　
釣
り
情
報
　
　
　
世
話
人
会

（編
集
委
員
）

同
封
の
ハ
ガ
キ
は
、
前
号
（会
報
２
０
じ
号
ア

ニ

緒
に
送

っ
た
も
の
で
す
ｃ

今
号
も
原
稿
が
足
り
ず
、
ど
な
た
か
送

っ
て
く
だ
さ
る
か
な
と
お
待
ち
し
て
い

ま
し
た
が

一
通
も
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
変
困

っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
今
後
原
稿
が
足
り
な
い
時
は
、
今
ま
で
掲
載
し
た
、
原
稿
の
中
か

ら
選
ん
で
再
度
掲
載
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

サ
ン
ケ
イ
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
の
釣
り
欄
か
ら
気
に
な

っ
て
い
る
船
宿
の
釣
り
情

報
を
紹
介
し
ま
す

今
浦
安

・
行
徳
地
方
の
ア
ジ
釣
り
が
す
ご
い
―

“
牲

吉
野
屋

（浦
安

・
電
話
〇
四
七
―
三
五

一
―

二
五
四
四
）
タ
チ
ウ
オ

・
イ
シ
モ

一

チ
釣
り
で
行

っ
た
船
宿
で
す
。

ア
ジ
ー
５
～
４
８

田
・
８
０
～
２
１
０

伊
藤
遊
船

（行
徳

・
電
話
〇
四
七
―
三
五
人
―
五
七
七
四
）

ボ
ー
ト
で
ハ
ゼ

釣
り
を
す
る
船
宿
で
有
名
で
す
。
ア
ジ
ー
５
～
３
４

ｍ
・
４
８
～
２
１

ス
ミ
イ
カ
、
カ
サ
ゴ
等
も
や
っ
て
い
ま
す
が
ア
ジ
の
釣
果
は
驚
く
ほ
ど
で
す
っ

十

一
月
二
十
六
日
の
サ
ン
ケ
イ
ス
ポ
ー
ツ
の
記
事
で
す
。
特
に
伊
藤
遊
船
は

こ
こ
十
日
間
ア
ジ
の
釣
果
は
同
じ
よ
う
に
続
い
て
い
ま
す
。

木
更
津
沖
、
川
崎
沖
が
漁
場
だ
そ
う
で
す
。
私
も
挑
戦
し
た
い
な
と
思
う
時
が

あ
り
ま
す
。
２
０
０
匹
と
は
い
か
な
く
て
も
夢
の

一
束
超
え
に
挑
戦
し
て
み
た

い
気
が
し
ま
す
。

（斉
藤
　
徳
記
）
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釣
り
部
　
　
「
研
究
懇
談
会
」

報
告

世
話
人
会

二
月
四
日
　
釣
り
部

　

「研
究
懇
談
会
」
を
実
施
し
た
。

三
年
ぶ
り
に
来
た

「員
∪
・
四
Ｎ
」
は
大
変
美
し
い
。
参
加
者
は
町
田
会
長

・
藤

本

・
鳥
海
・
蔵
本
・
市
川
・
齊
藤
徳
の
会
員
、
六
名
で
あ
る
。

鳥
海
会
員
の
司
会
で
、
藤
本
会
員
の
始
め
の
言
葉
、
町
田
会
長
の
あ
い
さ
つ
、

そ
し
て
乾
杯
と
進
ん
だ
。
横
浜
崎
陽
軒
の
シ
ュ
ウ

マ
イ
弁
当
と

一
緒
に
、
ビ
ー

ル
で
お
腹
と
喉
を
潤
し
た
。
大
変
お
い
し
い
。
雑
談
か
ら
、
自
然
に
本
題

へ
と

進
ん
だ
。
ニ
ペ
ー
ジ
に
町
田
会
長
が
記
し
て
い
る
が
、
始
め
て
実
施
で
き
た
ワ

カ
サ
ギ
釣
り
が
話
題
に
な

っ
た
。
参
加
者
の
藤
本
、
町
田
氏
の
話
を
他
の
会
員

が
羨
ま
し
が

っ
て
聞
い
て
い
た
。
次
の
話
題
が
釣
り
会
の
事
で
あ
る
。

船
宿
は
ど
う
す
る
か
、
釣
り
の
参
加
者
が
減

っ
て
き
た
現
在
で
は
、
少
人
数

で
も
仕
立
で
の
実
施
が
基
本
で
あ
る
。
町
田
会
長
が
交
渉
で
苦
労
し
て
い
る
点

で
あ
る
。
釣
り
の
参
加
者
を
増
や
す
こ
と
、
部
員
を
増
員
以
外
に
考
え
ら
れ
な

い
が
、
大
変
難
し
い
。
海
釣
り
公
園
等
の
丘
釣
り
や
、
ボ
ー
ト
で
の
ハ
ゼ
釣
り

等
も
で
た
が
結
論
に
は
至
ら
な
か

っ
た
。
「
二
月
二

一
日
ク
ラ
ブ
委
員
長
会
を

実
施
す
る
が
第
二
回
会
員
研
修
会
（
１１
．／
１７
．）で
ク
ラ
ブ
発
表
会
を
提
案
し
た
い
。

部
員
を
増
や
す
た
め
に
も
発
表
応
募
し
て
欲
し
い
」
の
声
も
で
た
。

釣
る
魚
種
は
ア
ジ
、
イ
ナ
ダ
、
は
参
加
者
が
割
と
多
い
。
シ
ロ
ギ
ス
つ
り
も
無
理

が
き
い
て
実
現
で
き
る
。
他
は
今
後
も
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

本
年
も
藤
本
会
員
の
出
題
の
「魚
・貝
類
の
ク
イ
ズ
を
」実
施
し
た
。

一
位
、
町
田
氏

二
位
（同
点
数
）
蔵
本
氏

鳥
海
氏
だ
っ
た
。
大
変
楽
し
か
つ
た

の
で
、
別
な
ク
イ
ズ
を
作
っ
て
も
ら
つ
た
（
三
ペ
ー
ジ
）。
挑
戦
を
し
て
く
だ
さ
い
。

や
や
少
人
数
だ
っ
た
が
充
実
し
た
楽
し
い
会
だ
っ
た
。

令和 5年度第 1回「シロギス釣り会」のお知らせ・・・・・

世話人会

世話人会

世話人会

世話人会

世話人会

世話人会

１

２

３

３

４

４

釣り部  「研究・懇談会 」の報告
第 6回  「ワカサギ釣 り会」の報告
クイズ  「魚・魚類に関するクイズ」
1泊   「フラサ釣 り会」中止のお詫び
第 7回  「イシモチ釣 り会の」お知らせ

-1-

響

“『



●

デ

第
五
回

「
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
会
」
報
告

世
話
人
会

一
月

一
七
日

（火
）
に
、
「
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
会
」
を
行

っ
た
。
昨
年
度
も

一

昨
年
度
も
実
施
予
定
で
は
あ

っ
た
の
だ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
い
ず
れ
も
取
り
止
め

と
な

っ
て
い
て
、
今
年
度
初
め
て
実
施
す
る
会
で
あ

っ
た
。
七
時
二
六
分
出
発

の
河
口
湖
直
行
の
電
車
に
乗
り
込
ん
だ
。
高
尾
か
ら
大
月
ま
で
約

一
時
間
と
い

う
の
ん
び
り
し
た
電
車
旅
と
な

っ
た
。
幸
い
天
候
は
快
晴
で
、
富
士
山
が
間
近

に
見
え
る
。
素
晴
ら
し
い
釣
り
日
和
の
天
気
と
な

っ
て
い
た
。

河
口
湖
に
着
く
と
、
予
約
し
て
い
た
タ
ク
シ
ー
に
乗
り
込
み
、
河
口
湖
大
橋

の
駐
車
場
に
乗
り
付
け
た
。
岸
に
は
船
長
が
待

っ
て
い
て
、
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

に
乗

っ
て
約
二
，
三
分
で
ド
ー
ム
船
に
着
い
た
。
こ
の
釣
り
の
い
い
と
こ
ろ
は
、

暖
房
の
効
い
た
ド
ー
ム
型
の
船
か
ら
釣
れ
る
と
い
う
と
こ
ろ
だ
。

船
に
は
二
人
の
釣
り
座
が
用
意
さ
れ
て
い
て
、
藤
本
会
員
、
岩
森
会
員
、
そ

れ
と
私
が
並
ん
で
座

っ
た
。
係
の
人
か
ら
釣
り
方
を
教
わ
る
。
針
は
す
で
に
エ

サ

（サ
シ
、
ハ
エ
の
卵
を
赤
く
着
色
し
た
も
の
）
が
付
い
て
い
て
、
そ
の
ま
ま

糸
を
出
し
て
．
着
底
し
た
ら
糸
ふ
け
を
取

っ
て
し
ば
ら
く
待
つ
。
す
で
に
ブ
ル

ブ
ル
と
い
う
当
り
が
あ
り
、
ち
ょ
っ
と
合
わ
せ
て
追
い
食
い
を
待
つ
。
巻
き
あ

げ
る
と
、
ワ
カ
サ
ギ
を
ク
シ
状
の
と
こ
ろ
に
か
け
、
糸
を
引

っ
張
る
と
そ
の
ま

ま
ワ
カ
サ
ギ
が
下
に
落
ち
る
と
い
う
仕
組
み
で
あ

っ
た
。
十
時
前
く
ら
い
か
ら

釣
り
初
め
て
、
す
ぐ
二
十
匹
く
ら
い
か
か

つ
た
。

た
だ
、　
ハ
リ
と

エ
サ
が
小
さ
い
の
で
、　
エ
サ
を
付
け
る
の
が
大
変
だ

っ
た
。

眼
鏡
を
外
し
て
近
づ
け
な
い
と
、
ハ
リ
が
ど
こ
に
あ
る
か
分
か
ら
な
い
。

ま
た
仕
掛
け
も
細
く
て
、
油
断
す
る
と
す
ぐ
に
手
前
祭
り
し
て
、
ぐ
し
ゃ
ぐ
し

や
に
な

っ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
回
遊
性
な
の
で
群
れ
が
い
な
く
な
る
と
、

し
ば
ら
く
当
た
り
が
止
ま
る
。
そ
の
繰
り
返
し
で
、
三
人
と
も
、
三
，
四
十
匹

は
釣

っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

一
二
時
半
に
下
船
し
よ
う
と
す
る
と
、
船
長
が
定
置
網
で
捕

っ
た
と
い
う
ワ

カ
サ
ギ
を
ク
ー
ラ
ー
に
ど
っ
と
放
り
込
ん
で
く
れ
、
そ
の
結
果
、
何
匹
釣

っ
た

か
は
、
わ
か
ら
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
の
だ
が
。

一

帰
り
は
河
口
湖
で
、
特
急
に
乗
り
込
ん
だ
。
富
士
山
の
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
で

２

は
ゆ

っ
く
り
と
走

っ
て
く
れ
て
、
ま
た
富
士
山
を
堪
能
し
た
。

家
に
帰
る
と
、
そ
の
ま
ま
片
栗
粉
を
付
け
て
か
ら
揚
げ
に
し
、

そ
の
ま
ま
食
べ
た
。

ワ
カ
サ
ギ
の
い
い
と
こ
ろ
は
、

内
臓
や
う
ろ
こ
を
取
る
必
要
が

な
く
、
全
然
手
間
が
か
か
ら
な
い

と
こ
ろ
だ
。

半
分
は
そ
の
ま
ま
酒
の
当
て
に
し
、

残
り
半
分
は

佃
煮
に
し
て
翌
日
に
は
全
部
食
べ
て
し
ま

っ
た
。

町
田
記



メガ
マ
　
魚
・
貝
類
の
ク
イ
ズ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本

上
の
魚
や
員
の
名
前
の
語
源
は
、
下
の
ど
ち
ら
が
当
て
は
ま
る
か
、
（　
）

記
入
し
て
下
さ
い
。
（解
答

・
解
説
は
次
号
で
）

味

青
葉
　
　
　
　
小
歯

秋
刀
魚

（

狭
真
魚
　
　
　
参
魚

鰯

弱

し

岩
生

浅
蜘

　

（

漁
る
貝
　
　
　
浅
利

鮫

　

　

（

早
目

狭
目

特
別
会

　

「
一
泊
フ
ラ
サ
釣
り
会
」
　

中
止
の
お
詫
び
世
話
大
会

十
二
月
に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た

「
一
泊
フ
ラ
サ
釣
り
会
」
が
中
止
と
な
り
ま

し
た
こ
と

へ
の
お
詫
び
と
ご
説
明
を
い
た
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
前
ま
で
は
、
早
朝
の
日
帰
り
釣
り
会
よ
り
は
肉
体
的
に
楽
だ
と
い
う

理
由
で
、
特
に
ご
高
齢
の
会
員
の
皆
様
に
は
好
評
だ

っ
た

「
一
泊
釣
り
会
」
で

す
が
、
高
齢
を
理
由
に
退
会
さ
れ
た
理
由
の
増
加
や
、
ご
逝
去
さ
れ
た
会
員
も

お
ら
れ
、　
一
泊
釣
り
会
は
と
み
に
参
加
希
望
者
が
減

っ
て
お
り
ま
し
た
。

昨
年
十

一
月
の
参
加
希
望
者
も
わ
ず
か
三
人
だ
け
で
し
た
。

し
た
が

っ
て
、
二
人
以
下
は
釣
り
会
を
行
わ
な
い
と
い
う
内
部
規
定
に
引

っ
掛

か
り
、
や
む
な
く
中
止
し
ま
し
た
。

こ
の
ま
ま
で
は
、　
一
泊
釣
り
会
そ
の
も
の
が
毎
回
中
止
と
な
り
か
ね
な
い

と
危
惧
お
り
ま
す
。

何
か
こ
れ
と
違
う
釣
り
会
の
考
え
る
時
期
に
来
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
広
く
会
員
の
み
な
さ
ま
に
ご
意
見
を
う
か
が

つ
て
対
応
し
よ
う
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
町
田
記
）

鯖 鯵 蜆 鰹 鮪 鯛

朝 縮 堅 眼 大
地 貝 魚 黒 威

潮 活 間 平

凛
魚 黒 魚
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第

一
回

「
シ
ロ
ギ
ス
釣
り
会
」
の
お
知
ら
せ
　
　
　
世
話
人
会

令
和
五
年
度
最
初
の
釣
り
会
は
シ
ロ
ギ
ス
で
す
。
身
は
小
さ
い
け
れ
ど
味
は

良
く
、
刺
身

・
焼
き
魚

・
天
ぶ
ら

・
一
夜
干
し
等
ど
れ
も
お
い
し
い
の
で
す
。

釣
り
や
す
い
魚
で
す
か
ら
、
日
並
み
の
良
い
日
は
百
匹

（
一
束
）
釣
り
も
可
で

す
。
昨
年
同
様
、
横
浜

・
新
山
下
の

「
広
島
屋
」
で
行
い
ま
す
。

記

二
、

期
　
日
　
四
月
十
四
日

（金
）

船
　
宿
　
横
浜
、
新
山
下

「広
島
屋
」

み
な
と
み
ら
い
線
　
元
町

・
中

華
街
駅

（徒
歩
五
分
）
横
浜
市
中
区
山
下

一
―
三
―
六

電
話
　
〇
四
五

・
六
三
二

・
八
六

一
五

集
　
△
口　
七
時
三
〇
分
　
船
宿

参
加
費
　
一
〇
〇
〇
〇
円

（乗
船
料

・
仕
掛
け
代

・
エ
サ

・
氷
代
込
み
）

釣
り
具
　
竿

（負
荷

一
〇
～
二
〇
号
）
リ
ー
ル
（小
型
）
錘

（十
～
二
十
）

携
行
品
　
ク
ー
ラ
ー

・
昼
食

ｏ
飲
み
物

・
雨
具

・
帽
子

釣
り
方
　
最
近
は
胴
付
き

一
本
張
り
の
仕
掛
け
で
、
船
下
を
釣
る
の
が
主

流
で
あ
る
。
海
底
か
ら
三
十
セ
ン
チ
位
上
ま
で
ゆ

っ
く
り
探
る
。

錘
で
海
底
を
た
た
き
、
砂
を
巻
き
上
げ
て
誘
う
。
道
糸
は
い
つ

も
た
る
ま
さ
な
い
で
張

っ
て
お
く
。

ス
ピ

ニ
ン
グ
リ
ー
ル
の
天
秤
使
用
の
二
本
バ
リ
仕
掛
け
は
、
ア

ン
ダ
ー
ス
ロ
ー
で
投
げ
、
ゆ

っ
く
り
引
き
寄
せ
な
が
ら
ア
タ
リ

を
待
つ
。
当
た
り
が
あ

っ
た
ら
軽
く
合
わ
せ
、
追
い
食
い
を
ま

っ
。
（
ェ
サ
は
イ
ソ
メ
を
二
田
ぐ
ら
い
に
切

っ
て
使
う
）

※
申
し
込
み
　
同
封
の
ハ
ガ
キ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

エハ
、

第
六
回

「イ
シ
モ
チ
釣
り
会
」
の
お
知
ら
せ
　
　
世
話
大
会

イ
シ
モ
チ
釣
り
会
は
、
金
沢
漁
港
の

「
黒

一
丸

（く
ろ
か
ず
ま
る
）」
で
行

い
思
い
ま
す
。
車
の
方
は
金
沢
漁
港

（金
沢
区
海
の
公
園
）
に
集
合
、

電
車
の
方
は
、
金
沢
八
景
駅
を
出
て
、
荒
川
屋
方
面
に
向
か
う
途
中
の

「
ロ
ー

ソ
ン
」
の
前
に
七
時
二
十
分
集
合
で
、
若
船
長
が
迎
え
に
来
て
く
れ
ま
す
。

一
、
期
　
日

二
、
船

宿

三
、
集

合

四
、
参
加
費

五
、
釣
　
具

六
、
携
行
品

七
、
釣
り
方

七

、
五 四 三

コ
』
〓́
ロ

ニ
月

一
六
日
⌒木
）　
　
　
　
　
小
雨
決
行

金
沢
漁
港

（黒

一
丸
）

一示
急
金
沢
八
景
駅
下
車
車
で

一
〇
分

（送
迎
あ
り
）

電
話
〇
四
五

・
七
八

一
・
三
五
九

一

駐
車
増
　
　
一
日

（三
〇
〇
円
）

七
時
三
十
分
　
電
車
の
方
は
　
ロ
ー
ソ
ン
前
七
時
二
十
分

一
〇
〇
〇
〇
円

（乗
船
料

・
仕
掛
け
代

・
エ
サ

・
氷
代
込
み
）

竿

（負
荷
十
～
二
十
号
）
ｏ
リ
ー
ル

（小
型
）
）
・
錘

（
二
十
～

三
〇
号
）

ク
ー
ラ
ー

・
昼
食

・
飲
み
物

ｏ
雨
具

・
帽
子

錘
が
着
底
し
た
ら
、
糸
ふ
け
を
取
り
、
竿
を
水
平
に
保
つ
。

数
十
秒
ご
と
に
竿
を
三
〇
セ
ン
チ
位
上
げ
誘
う
。
当
た
り
は
明

確
だ
が
、
す
ぐ
に
上
げ
ず
、
追
い
食
い
を
待

つ
。

※
申
し
込
み
は
同
封
の
ハ
ガ
キ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
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４
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釣 リクラブ 会長挨拶
第 6回  「イシモチ釣 り会」の報告
2023年 度 釣 リクラブ 年間予定表
令和 4年度 一般会計報告
第 2回  「アジ釣 り会」案内
特別会  「一泊イサキ釣 り会案内」
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一
二ご滉d誦こ蝕 =■ヽ

釣
リ
ク
ラ
ブ
会
長
挨
拶

静

隆

会
長
の
町
田
で
す
。
本
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
、
よ
ろ
し
く
お
版
い
中
し
上
げ
ま

す
。
な
お
、
世
話
人
の
先
生
方
は
、
（敬
称
略
）
斎
藤
　
徳
蔵
、
鳥
海
　
重
年
、
藤

本
　
美
男
で
す
。
　
・∫

さ
て
、
本
年
度
は
、
三
年
ぶ
り
に
コ
ロ
ナ
の
影
響
な
く
、
月
例
の
釣
り
会
を
実
施

で
き
そ
う
で
す
。
第

一
回

「
シ
ロ
ギ
ス
釣
り
会
」
は
八
名
の
参
加
希
望
者
が
出
て
い

ま
し
て
、
久
し
ぶ
り
の
釣
行
に
皆
様
、
期
待
が
高
ま
つ
て
い
ら
つ
し
ゃ
る
よ
う
で
す
。

令
不‐，‐三
年
度
の
釣
リ
ク
ラ
ブ
で
は
、
引
き
続
き
参
加
人
数
の
減
少
に
対
す
る
対
策

が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
人
数
が
少
な
く
て
も
仕
立
て
船
が
出
せ
る
船
宿
の

開
発
と
し
て
、
十
人
そ
ろ
わ
な
い
と
難
し
い
、
荒
川
爆
や
吉
野
屋
を
外
し
、
今
沢
漁

港
の
ユ
■

丸
や
新
山
ド
の
広
島
屋
と
い
う
船
宿
を
開
発
し
ま
し
た
。
両
者
と
も
五
人

|IT

I十 1

そ
ろ
え‐
ば
仕
立
て
の
船
が
出
せ
る
船
宿
で
す
。
さ
ら
に
今
年
は
、
新
山
下
の
波
辺
釣

船
店
を
ア
ジ
釣
，
会
の
時
に
使
い
た
い
と
思

つ
て
お
り
ま
す
。
（数
年
前
の
シ
ロ
ギ

ス
釣
つ
で
使
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
）
〈
「‐後
も
会
員
の
皆
様
の
ご
意
見
を
充
分
項
い
一

た
上
で
、
改
善
・で
き
る
　
‐
と
こ
ろ
は
、
来
年
の
・新
年
懇
談
会
ま
で
に
皆
様
に
お
測
り
で

　^
き
る
叩
き
台
を
お
示
し
し
た
い
と
思
っ
て
お
“
は
す
。
ま
た
、
釣
り
物
に
関
し
て
も
、

七
月
、
九
月

の
特

い
時
期

の
良

い
釣
り
物
を

検̈

′
…、
卜
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
Ｌ
考
え

●

て
お
り
ま
す

．
　

予
定
の
な
い
∴
月
に
は
、
河
月
濃
で
温
か
い
ド
ー
ム
船
で
の
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
を
追

加
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

．
　

衿
ｔ年
度
も
、
良
い
釣
り
会
せ
■
つ
ま
す
よ
う
に
、
精
一
杯
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
会
員
の
普
様
の
ご
Ｌ伸
一
、
ご
線
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
て
、
私
事
で
す
ブ
、　
４
月
か
ら
勝
浦
■
一
移
住
し
よ
う
Ｌ
思

っ
て
お
り
ま
す
、

住

‐所
は
、
一Ｔ
２
９
，９
１
ｒＯ
・２
２
５
　
勝
浦
市
塁
名

（と
な
）
２
５
１
３
で
す
。
一」
話

０

９

・０

１

２

９

１

５

１

．８

９

５

４

で
す
。

/シ_会 基ヽ 各 學で
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第
六
回

　

「イ
シ
モ
チ
釣
り
会
」
報
告
　
　
　
世
話
人
会

令
和
五
年
二
月
十
六
日

（木
）
金
沢
漁
港
の
黒

一
九
に
仕
立
て
を
お
願
い
し
て

イ
シ
モ
チ
釣
り
を
開
催
し
た
。
参
加
者
は
町
田

・
藤
本

・
岩
森

・
市
川

・
田
中

・

鳥
海
の
六
人
。
例
年
よ
り
も
温
か
い
天
候
が
続
き
、
釣
行
当
日
も
朝
の
う
ち
は
肌

寒
い
時
間
帯
も
あ
つ
た
が
、
晴
天
、
微
風
、
気
温
も
二
十
度
近
く
あ
り
絶
好
の
釣

り
日
和
に
恵
ま
れ
た
。
各
自
、
氷
を
ア
イ
ス
ボ
ツ
ク
ス
に
詰
め
込
ん
で
八
時
に
出

港
。
ま
も
な
く
船
長
の

「こ
こ
か
ら
走
り
ま
す
よ
」
の
声
が
け
と
と
も
に
ス
ピ
ー

ド
が
増
す
。
波
し
ぶ
き
が
あ
ま
り
か
か
ら
な
い
ほ
ど
穏
や
か
な
海
だ
。
期
待
が
膨

ら
む
。
二
十
分
ほ
ど
走
り
続
け
て
本
牧
海
釣
り
施
設
近
く
、
横
浜
沖
に
到
着
、
胴

つ
き
二
本
針
、
重
り
は
三
十
号
、
イ
ソ
メ
を
つ
け
て
の
竿
出
し
。
潮
の
流
れ
は
緩

や
か
で
底
を
取
り
や
す
い
。
重
り
を
底
に
着
け
て
ふ
け
を
と
リ
ア
タ
リ
を
待
つ
。

す
ぐ
に
左
隣
の
岩
森
会
員
が
釣
り
上
げ
た
。
間
も
な
く
し
て
右
隣
の
町
田
会
員
も

…
。
ど
ち
ら
も
型
の
い
い
イ
シ
モ
チ
で
銀
鱗
が
ま
ぶ
し
い
。
真
ん
中
の
私
だ
け
取

り
残
さ
れ
た
ま
ま
時
間
が
経
過
し
て
い
く
。
数
分
後
に
よ
う
や
く
イ
シ
モ
チ
ら
し

い
強
い
ア
タ
リ
が
あ
り
、
や
が
て
ダ
ブ
ル
で
の
ア
タ
リ
も
あ
る
な
ど
時
間
の
経
つ

の
も
忘
れ
て
没
頭
。
そ
の
後
、
数
回
釣
り
場
を
変
え
た
。
左
舷
で
は
ベ
イ
ブ
リ
ッ

ヂ
を
眺
め
な
が
ら
の
釣
行
で
景
色
の
良
さ
も
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。
ま
だ
ま
だ

釣
り
続
け
た
い
気
持
ち
は
強
か
つ
た
が
、
午
後

一
時
三
十
分
に
納
竿
。
港

へ
戻
る
。

黒

一
九
の
ス
タ
ツ
フ
は
四
〇
尾
以
上
釣
り
上
げ
た
よ
う
だ
。
釣
り
の
の
テ
ク
ニ
ツ

ク
等
を
最
初
に
聞
い
て
お
け
ば
よ
か
つ
た
と
反
省
し
き
り
。
餌
の
イ
ソ
メ
は
チ
ョ

ン
掛
け
が
い
い
の
か
房
掛
け
が
い
い
の
か
、
ア
タ
リ
が
あ
つ
た
ら
ア
ワ
セ
を
入
れ

た
方
が
い
い
の
か
そ
の
ま
ま
放
っ
て
お
け
ば
い
い
の
か
、
誘
い
の
テ
ク
ニ
ツ
ク
な

ど
…
。
少
し
は
自
分
で
も
試
し
て
は
み
た
も
の
の
は
つ
き
り
し
た
優
劣
は
感
じ
ら

れ
な
か
つ
た
。
た
だ
上
の
針
と
下
の
針
で
は
予
想
し
た
通
り
下
に
ア
タ
リ
が
あ
る

ヶ
ｌ
ス
が
多
く
、
餌
の
か
け
方
を
上
と
下
の
針
で
変
え
て
も
良
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
等
、
家
路
に
つ
い
て
か
ら
考
え
た
こ
と
。

今
回
の
釣
行
で
非
常
に
珍
し
い
と
い
う
か
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
の

は
外
道
が
ゼ
ロ
と
い
う
こ
と
。
い
つ
も
は
底
も
の
の
カ
サ
ゴ
な
ど
い
く
つ
か
混
じ

っ
て
当
た
り
前
で
し
た
が
今
回
は
初
め
て
の
ケ
ー
ス
で
し
た
。
黒

一
九
の
船
長
さ

ん
が
漁
場
を
知
り
尽
く
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
帰
り
際
に
黒

一
九
の
女

将
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
旬
の
メ
カ
ブ
は
い
い
お
土
産
に
な
り
ま
し
た
。
黒

一
丸

の
皆
さ
ん
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

帰
宅
後
に
早
速
調
理
に
取
り
か
か
る
。
六
尾
程
を
さ
ば
い
て
汁
に
漬
け
る
。
こ

の
二
月
に
椿
祭
り
で
大
島
に
行
っ
た
時
に
自
身
魚
の
べ
つ
甲
漬
け
が
美
味
し
か

った
の
で
つけ
汁
を
買
っ
て
き
た
。そ
の
つけ
汁
に
漬
け
て
食
べ
た
の
だ
が
最
一ｊ

に
う
ま
い
。
数
匹
を
焼
き
物
に
、
残
り
は
開
き
に
し
て
干
物
と
冷
凍
保
存
に
。　
２

メ
カ
プ
は
旬
の
こ
の
時
期
、
な
か
な
か
美
味
し
い
。
湯
が
い
て
か
ら
包
丁
で
叩

い
て
、
と
ろ
と
ろ
に
し
て
食
べ
る
。
卵
を
落
と
し
て
混
ぜ
て
も
な
か
な
か
の
美
味
。

コ
ロ
ナ
禍
も
少
し
遠
の
い
た
感
が
あ
り
、
心
身
と
も
に
穏
や
か
な
釣
行
が
で
き

た
こ
と
に
感
謝
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（記
　
鳥
海
重
年
）

※
釣
果
　
イ
シ
モ
チ
　
・‥
　
藤
本
二
十
二
　
岩
森
十
人
　
平
均
十
四

外
道
は
ゼ

ロ

（右
舷
）
藤
本

・
市
川

。
田
中

（左
舷
）
町
田

・
鳥
海

・
岩
森

L

」



二
〇
二
三
年
度
　
　
　
釣
リ
ク
ラ
ブ
年
間
予
定
表

四
月
十
四
日

（金
）
第

一
回

「
シ
ロ
ギ
ス
釣
り
会

（新
山
下

。
広
島
屋
）

五
月

一
日

（月
）
会
報
二
〇
七
号
発
行

五
月
十
二
日

（金
）
第
二
回

「
ア
ジ
釣
り
会
」
（金
沢
漁
港

・
黒

一
丸
）

六
月
十

一
。
十
二
日

（日

・
月
）
〓

泊
イ
サ
キ
釣
り
会
」
（下
田

・
爪
木
丸
）

七
月

一
日

（土
）
会
報
二
〇
八
号
発
行

七
月
十

一
日

（火
）
「Ｌ
Ｔ
五
日
釣
り
会
」
（腰
越

・
秋
田
屋
）

八
月

一
日

（火
）
新
入
生
歓
迎
会

「
ニ
ジ
マ
ス
釣
り
会
」
（金
森
山
荘
）

九
月
二
日

（土
）
第

一
回
世
話
人
会

九
月
十
五
日

（金
）
第
四
回

「イ
ナ
ダ
釣
り
会
」
（腰
越

。
秋
田
屋
）

十
月

一
日

（日
）
会
報
二
〇
九
号
発
行

十
月
十
三
日

（金
）
第
四
十
八
回

「
ア
ジ
釣
り
大
会
」
（金
沢
漁
港

・
黒

一
九
）

・
十

一
月
十
日

（金
）
第
五
回

「
ア
マ
ダ
イ
釣
り
会
」
（腰
越
漁
港

・
秋
田
屋
）

十
二
月

一
日

（金
）
会
報
二
一
〇
号
発
行

十
二
月
十
七

・
十
八
日

（日

・
月
）
〓

泊
フ
ラ
サ
釣
り
会
」
（下
田

・
爪
木
丸
）

一
月
十
三
日

（土
）
第
二
回
世
話
人
会

一
月
二
十
三
日

（火
）
「
フ
カ
サ
ギ
釣
り
会
」
（河
口
湖

・
浅
間
丸
）

二
月
三
日

（土
）
釣
り
部
　
研
究

・
懇
談
会

一
二
月

一
日

（金
）
会
報
二
一
一
号
発
行

一
二
月
十
五
日

（金
）
第
七
回

「イ
シ
モ
チ
釣
り
会
」
（金
沢
漁
港

・
黒

一
丸
）

※
前
号
の
　
魚
・
魚
員
類
の
ク
イ
ズ

（回
答

・
解
説
）
を
藤
本
先
生
に
い
た
だ

き
ま
し
た
。
紙
面
の
都
合
で
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。

お
許
し
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（編
集
委
員
）

令
和
四
年
度
　
一
般
会
計
報
告

○
収
入
の
部

。
前
年
度
繰
越
金

。
年
会
費

（二
、
五
〇
Ｏ
Ｘ
一
四
）

。
本
部
か
ら
の
活
動
補
助
金

・
賛
助
金

・
研
究
懇
談
会
参
加
費

（二
、
○
○
○
×
六
）

○
支
出
の
蔀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

一
、
〇
九
二
駐

。
活
動
費

（代
表
渉
外
、
会
報
編
集

・
発
送
）
　

一二
五
、
○
○
○
円

。
研
究
懇
談
会

（会
場
費

ｉ
買
品
代

・
飲
食
費
）

一
六
、
〇
九
二
円
　
＋

○
差
引
残
高
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

一
、
九
四
三
円

九
二
、
〇
三
六
　
―
　
五

一
、
〇
九
二

令
和
三
年
二
月
二
十

一
日

右
の
樋
り
報
告
い
た
し
ま
す
　
　
　
世
話
人
会
代
表
　
町
田
　
静
隆
　
印

会
計
担
当
　
　
　
藤
本
　
美
男
　
印

＊
お
願
い
　
本
年
度
も
入
会
さ
れ
る
方
は
、
年
会
費
二
、
五
〇
〇
円
を
、
釣
り
会

ま
た
は
、
振
込
で
納
入
し
て
下
さ
い
。
ゆ
う
ち
よ
銀
行
　
記
号
１
１
３
２
０

番
号
　
１
０
２
５
７
８
５
１
　
　
名
義
人
　
マ
チ
ダ
　
シ
ズ
タ
カ

世
話
人
会

九
二
、
〇
三
六
円

二
五
、
五

一
六
円

三
二
、
五
〇
〇
円

一
〇
、
五
二
〇
円

二
、
五
〇
〇
円

一
二
、
○
○
○
円



第
二
回

　

「
ア
ジ
釣
り
会
」
案
内
　
　
　
　
　
世
話
人
会

令
和
五
年
度
　
第
二
回

「
ア
ジ
釣
り
会
」
は
、
新
山
下
の
渡
辺
釣
店
で
実
施

し
た
い
と
問
い
合
わ
せ
し
ま
し
た
が
、
時
間
が
合
わ
ず
、
金
沢
漁
港
の
黒

一
丸

に
、
戻
し
て
実
施
し
ま
す
。

記

日
　
五
月
十
二
日

（金
）
　

　

　

　

　

小
雨
決
行

宿
　
金
沢
漁
港

「
黒

一
九
」

一示
急
金
沢
八
景
駅
下
車
　
車
で
十
分

（送
迎
あ
り
）

電
話
０
４
５

ｏ
７
８
１

●
０
６
９
１

駐
車
料
　
　
　
　
　
　
　
一
日
三
〇
〇
円

〓
一、
集
　
ム
ロ
　
七
時
三
〇
分
　
電
車
の
方
は
、
荒
川
屋
に
向
か
う
途
中
の
元
「
ロ

ー
ソ
ン
」
（今
改
装
中
で
取
り
壊
し
て
い
ま
す
）
七
時
二
〇
分

四
、
参
加
費
　
１
０
，
０
０
０
円

（乗
船
料

・
仕
掛
け
代

・
エ
サ

・
氷
代
込
み
）

五
、
携
行
品
　
ク
ー
ラ
ー
、
昼
食
、
飲
み
物
、
雨
具
、
帽
子
、
タ
オ
ル
、

六
、
釣
り
具
　
竿

（〓
´
用
、
貸
し
竿
有
り
）、
小
型
リ
ー
ル
、
竿
掛
け
、
イ
ワ

シ
ミ
ン
チ
用
コ
マ
セ
籠

公
二
十
号
）
中
型
片
天
粋
、
ゴ
ム
ク
ツ

シ
ョ
ン

（
三
十
セ
ン
チ
）

七
、
釣
り
方
　
イ
カ
タ
ン
や
青
イ
ソ
メ
の
餌
を
付
け
、
コ
マ
セ
か
ご
に
ミ
ン
チ

を
入
れ
た
ら
投
入
。
錘
が
底
に
着
い
た
ら
、
糸
ふ
け
を
と
り
、

二

ｍ
巻
き
上
げ
て
コ
マ
セ
を
ま
く
。
さ
ら
に

一
ｍ
巻
き
上
げ
て

ア
タ
リ
を
待
つ
。
日
が
弱
い
の
で
ゆ

っ
く
り
丁
寧
に
巻
き
上
げ
、

取
り
込
む
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｆ
ｌ
・

一
，
、

※

申
し
込
み
　
　
同
封
の
ハ
ガ
キ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
，

時
別
会

一
油
イ
サ
キ
釣
り
会
」
案
内
　
　
　
世
話
人
会

前
日
に
は
、
船
宿
の
温
泉
に
入
り
、
お
い
し
い
夕
食
会
が
楽
し
み
で
す
。

春
の
イ
サ
キ
釣
り
は
、
抱
卵
期
で
食
い
が
活
発
で
あ
り
、
過
去
に
は
八
十
数
匹

を
釣
り
上
げ
た
こ
と
も
あ
り
、
豊
漁
が
期
待
で
き
ま
す
。

記

一
、
日
　
時
　
　
上ハ
月
十

一
・
十
二
日

（
日

・
月
）

一
一、
集
　
ハ
ロ
　
　
東
京
駅
　
九
番
　
踊
り
子

一
一
五
号

一
号
車
後
ろ
の
指
定
席

東
京
駅

（十
二
時
Ｏ
Ｏ
分
）
↓
横
浜

（十
二
時
二
十
四
分
）

↓
小
日
原

（十
三
時

一
分
）
↓
下
田

（十
四
時
四
十
人
分
）

下
猥
駅
か
ら
送
迎
あ
り
。

三
、
参
加
費
　
　
一
三
二
〇
〇
〇
円

（宿
泊
費
、
乗
船
料
、
仕
掛
け
、
氷
代
）

四
、
携
行
品
　
　
ク
ラ
ー
ボ
ツ
ク
ス
、　
〓

一日
の
朝
食
、
飲
み
物
、
他

五
、
釣
り
具
　
　
竿

（負
荷
八
〇
号
）、
電
動
中
型
リ
ー
ル

（電
源
は
船
に
有
）

サ

ニ
ー
か
ご
八
十
号

（無
料
貸
し
出
し
有
）
中
型
天
粋

ゴ
ム
ク
ツ
シ
ョ
ン

（
三
ミ
リ
で

一
メ
ー
タ
ー
）

エハ
、
釣
り
方
　
　
指
示
さ
れ
た
タ
ナ
ま
で
下
ろ
し
、
コ
マ
セ
を
ま
い
て
ア
ク
リ

を
待
つ
。
ア
タ
リ
が
な
け
れ
ば
、
一
ｍ
巻
き
上
げ
て
コ
マ
セ

を
ま
く
。
同
じ
動
作
を
繰
り
返
し
、
上
の
タ
ナ
ま
で
行
う
。

ア
タ
リ
が
あ

っ
た
ら
負
い
食
い
を
待
ち
、
ゆ

っ
く
り
巻
き
上

げ
、
丁
寧
に
取
り
込
む
。

※
　
同
封
の
ハ
ガ
キ
で
率
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
　
町
国
会
長
に
キ
ス
釣
り
中
止
の
お
詫
び
の
原
稿
を
い
た
だ
き
ま
し

た
が
　
紙
面
の
都
合
で
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。
（編
集
委
員
）

一

、

一

一
、

船 期
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還戦校長会鋳 |ク ラブ

千食国会鋳 つぶ通信

2023・ 7・ 1

無 0員類鈴タイズ (再難畿)

第 2回  「アジ鋳り会J 報告
第 3園  「LT五目釣り会J案内
新入会員款避 Fニジマス釣り会」のお知らせ

第 2回  「アジ釣り会」案内
P,1「薫 尋員類のタイズ」解答・解説

編集

NO, 2彪 S
会長 町圏静隆

象本美昇

世話大会

世話大会

世話人会

世議大会

世話大会

斉藤徳蔵

１

２

３

８

４

理

メｆ　
魚
ヨ員類
のクイズ

藤
本

上
の
魚
や
員
の
名
前
の
語
源
は
、
下
の
ど
ち
ら
が
当
て
は
ま
る
か
、
（　
）
に

記
入
し
て
下
さ

い
。
（懇
答

ヨ
解
説
鐘
一４
ペ
ー
ジ
下
）

網

大
威

眼
黒

堅
魚

繕
員

朝
地

青
葉

狭
真
魚

弱
し

漁
る
員

早
目

平
魚

間
黒

活
魚

潮
地
味

味小
歯

参
魚

崚石
産
ニ

浅
利

狭
目

鏑羹蜆鯵請秋
刀
魚

〈

鍍  浅  ‐謳
鋼

※このクイズまま206号 :こ掲換したものです。前回落≫ 解説をいただいたのですが

紙面の都合で掲毅できませんでした。そこで再題を 1ページ、解答 3解説を4ページ下

に掲載しました。お楽しみください。
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第
二
園

「
ア
ジ
釣
り
会
」
報
告

世
話
人
会

前
置
母
午
後
、
鐘
り
会
鋳
準
備
を
し
よ
う
と
思
つ
て
い
た
が
、
雷
と
豪
雨
で
計

画
ど
お
り
に
轟
来
ず

（糸
が
細
い
小
型
の
リ
ー
ル
撃綴
く
て
柔
ら
か
い
隼
を
薫
意
）

不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

二
月
十
二
日
朝
、
い
つ
も
よ
り
早
く
船
宿
に
向
か
つ
て
車
で
家
を
出
た
が
、
途

中
、
何
回
も
渋
滞
が
あ
り
予
定
よ
り
遅
く

「黒

一
九
」
に
着
い
た
。

七
時
二
十
五
分
、
車
で
五
名

・
送
迎
で

一
名
、
計
六
名
が
集
合
。
乗
船
者
峯
簿

に
記
入

・
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
氷
を
入
れ

・
救
命
胴
衣
を
身
に
着
け
乗
船
。

七
時
三
十
分
、
出
船
。
雲
は
少
し
あ
っ
た
が
晴
天
で
、
風
も
波
も
弱
く
、
絶
好

の
釣
り
日
和
。
船
は
人
景
沖
に
向
か

つ
て
進
む
。
釣
り
船
は
、
い
つ
も
よ
り
少
な

く
遠
く
に
二
隻
ほ
ど
見
え
た
。

人
詩
十
分
、
船
長
の
指
示

「轟
的
地
に
着
き
ま
し
た
。
釣
り
場
を
探
す
の
で
、

鐘
り
が
出
来
る
よ
う
に
、
準
備
を
し
て
下
さ
い
」。
私
は
手
巻
き
リ
ー
ル
で
し
た

が
、
電
動
リ
ー
ル
の
方
も
何
人
か
お
り
ま
し
た
。

八
時
二
十
分
、
船
長
の
合
図

「底
か
ら
二

ｍ
」
で
第

一
投
。

ア
タ
リ
が
無
く
、
船
は
移
動
。
風
や
波
が
少
し
強
く
な

つ
た
。

人
時
四
十
三
分
、
結
構
強
い
引
き
が
あ
り
、
小
型
の
ア
ジ
を
ゲ

ツ
ト
。
ア
ジ
に

混
じ
っ
て
カ
サ
ゴ
や
シ
ロ
ギ
ス
も
ゲ

ツ
ト
．

船
長
鈴
指
示
「底
の
変
化
や
流
れ
の
速
さ
で
、
底
か
ら
の
距
難
が
変
わ
る
の
で
、

何
目
も
底
に
下
し
て
、
底
か
ら
二

ｍ
を
し
つ
か
り
取
つ
て
下
さ
い
」
。

底
か
ら

一
難
・
二

ｍ
。
三

ｍ
で
中
型
や
小
型
の
ア
ジ
が
掛

つ
た
。

十
時
五
十
三
分
、
船
は
移
動
。
風
も
波
も
弱
く
な

っ
た
。
近
く
で
米
元
丸

（以

前
よ
く
利
用
し
た
）
が
釣
行
し
て
い
た
。

十
時
二
十
三
分
、
ア
ジ
や
カ
サ
ゴ
を
ゲ
ツ
ト
。
船
長
の
指
示

「
エ
サ
の
イ
ソ
メ

が
長
い
の
で
ア
ジ
に
逃
げ
ら
れ
て
い
る
。
エ
サ
は
二

ｃ
ｍ
く
ら
い
に
切
っ
て
つ
錨

て
下
さ
い
」。
コ
マ
セ
を
撤
い
て
、
リ
ー

ル
を
巻
き
上
ず
、
し
ば
ら
く
ま
つ
た
後
、

底
ま
で
下
す
と
き
に
ア
ジ
が
掛
り
や
す
か
つ
た
。
経
く
て
柔
ら
か
い
竿
だ
か
ら
海

蒔
ま
で
に
何
国
も
強
い
引
き
が
あ
り
決
感
で
よ
か
つ
た
。

十

一
時
二
十
分
、
船
長
の
指
示

「熱
＜
な
ら
た
の
で
、
水
分
を
十
分
取
つ
て
下

さ
い
」
。
右
舷
で
も
左
舷
で
も
ア
ジ
に
混
じ
つ
て
ア
マ
ダ
イ
を
ゲ
ツ
ト
し
て
い
る
。

根
が
か
り
し
た
の
か
、
リ
ー
ル
が
巻
け
な
く
な
り
、
強
く
引
き
上
．げ
る
と
糸
が

細
い
の
か
、
天
秤
か
ら
下
が
切
れ
て
し
ま
つ
た
。
船
長
に
お
願
い
し
て
、
天
粋
と

コ
マ
セ
籠
を
借
り
た

（借
り
料
二
〇
〇
〇
目
取
ら
れ
た
）
。

十

一
時
二
十
分
、
給
は
移
動
。
ボ
ー
ト
で
釣
り
を
し
て
い
る
の
が

二
隻
見
え
た
。
午
前
中
は
ア
ジ
に
逃
げ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
午
後
は
　

　

　

レ

ア
ジ
の
活
性
化
が
上
が

つ
た
の
か
海
中
で
も
海
上
で
も
逃
げ
ら
れ
た
。
　

　

　

一

十
三
時
○
○
分
、
沖
あ
が
り
。

家
に
着
く
と
、
す
ぐ
に
近
所

（新
鮮
で
美
案
し
い
と
喜
ん
で
く
れ
る
）
に
配

つ

た
。
ア
ジ
と
シ
ロ
ギ
ス
は
刺
身
で

・
カ
サ
ゴ
は
酒

・
み
り
ん

・
つ
手
の
素
で
煮
て

食
し
た
。
残
つ
た
ア
ジ
は
、
妻
の
要
求

「食
べ
た
い
時
に
い
つ
で
も
食
べ
ら
れ
る

よ
う
に
、
三
枚
に
さ
ば
い
て

・
酢
に
漬
け
て
下
さ
い
」
で
保
存
し
た
。

好
天

・
好
漁
、
そ
し
て
皆
様
と
お
会
い
出
来
て
ス
ト
レ
ス
が
解
消
で
き
ま
し
た
。

翁
果

（ア
ジ
）
　

爾
中
二
人
　
藤
本
二
六
　
四石
森

一
六
　
　
平
均

一
六

外
道

（船
中
）
　

カ
サ
ゴ

一
二
　
　
イ
シ
モ
チ
五
　
　
シ
ロ
ギ
ス
五

右
舷
　
　
町
田
　
　
市
川
　
　
藤
本

左
舷
　
　
闘
中
　
　
鳥
海
　
　
山石
森

盆
藤
本
記
）



第
三
回

　

「
Ｌ
Ｔ
五
目
釣
り
会
」

案
内

世
話
大
会

Ｌ
Ｔ

（
テ
イ
ト
タ
ッ
ク
ル
）
で
、
こ
の
時
期
釣
れ
る
魚
を
い
ろ
い
ろ
狙
い
ま

す
。
ア
ジ
の
大
型
や
、
運
が
良
け
れ
ば
ア
マ
ダ
イ
の
良
型
が
釣
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
本
命
が
決
ま

つ
て
い
な
い
釣
り
だ
け
に
、
何
が
釣
れ
る
か
の
期
待
は

大
き
い
で
す
。

記

日
　
　
七
月
十

一
日

（火
）
　
　
　
　
　
　
　
　
小
雨
決
行

宿
　
　
腰
越

　

「秋
田
屋
」

電
話
〇
四
六
七

・
三

一
・
一
二
人
九

。
　
江
ノ
電

「
腰
越
」
　

　

徒
歩
七
分
で
腰
越
漁
港

へ

ｅ　
小
田
急

「片
瀬
江
の
島
」
七
時
二
十
分
　
　
　
送
迎
あ
り

集
　
ム
ロ
　
七
時
三
十
分

参
加
費

　
一
万
三
千
円

（乗
船
料

・
仕
掛
け
代

・
エ
サ

・
氷
代
込
み
）

携
行
晶
　
タ
ー
テ
ー

・
昼
食

・
飲
み
物

・
雨
具

・
帽
子

・
タ
オ
ル

釣
り
具
　
竿

（負
荷
四
十
号
）
ｅ
中
型
リ
ー
ル

・
中
型
片
テ
ン
ビ
ン

・
竿

掛
け

・
サ

ニ
ー
籠

・
お
も
り
四
十
号

釣
り
方
　
左
に
示
し
た
対
象
魚
の
水
深
で
コ
マ
セ
を
ま
き
、
ア
タ
リ
を
待

つ
。
表
層
付
近

・
・
ワ
カ
シ

・
ソ
ー
ダ
ガ
ツ
オ

・
カ
ツ
オ

底
か
ら
十
五
メ
ー
ト
ル
ま
で
‥

イ
サ
キ

・
イ
シ
ダ
イ

・
ア
ジ

・

サ
バ

・
底
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
ま
で

・
・
マ
ダ
イ

ｏ
ク
ロ
ダ
イ

・

ア
マ
ダ
イヽ

※

申
し
込
み
　
同
封
の
ハ
ガ
キ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
（
イ
ナ
ダ

・
ニ
ジ

マ

ス

も

）

新
入
会
員
歓
迎

「
ニ
ジ
マ
ス
釣
り
会
」
の
お
知
ら
せ
　
世
話
人
会

八
月
は
、
海
は
暑
い
の
で
、
涼
し
い
渓
流
釣
り
を
計
画
し
ま
し
た
。
貸
し
竿

を
利
用
す
る
の
で
、
タ
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
だ
け
を
持
参
す
れ
ば
Ｏ
Ｋ
で
す
。

一
、
麟
　
日
　
　
八
月

一
日

（火
）
　

小
雨
決
行
　
　
　
　
　
　
．丁

二
、
釣
り
場
　
　
大
月

（金
の
森
山
荘
）

曲
梨
県
大
月
町
真
木
六

一
人
入

電
話
〇
五
五
四

・
二
三

・
一
〇
二

一

中
央
線
　
高
尾
駅
　
七
時
四
十
七
分
↓
大
月
駅
　
八
時
二
十
八
分

三
、
集
　
ム
ロ
　
　
大
月
駅
改
札
出
日
付
近
　
　
八
時
四
〇
分

バ
ス
で

「金
の
森
山
荘
」

へ
向
か
う
。

四
、
参
加
費
　
七
五
〇
〇
円

（
マ
ス
釣
り

・
賛
し
竿

・
エ
サ

・
仕
掛
け

。
氷

，

入
浴

・
食
事

・
ビ
ー
ル
代
込
み
）
新
入
会
員
は
五
〇
〇
〇
円

五
、
釣
り
具
　
貸
し
竿

（負
荷

一
〇
～
二
〇
号
）

六
、
内
　
容
　
・
ニ
ジ
マ
ス
釣
り
　
九
時
十
分
～
十

一
時
三
十
分

・
マ
ス
さ
ば
き
、
入
浴
　
十

一
時
四
十
分
～
十
二
時
十
分

・
食
事

・
歓
談
　
十
二
時
三
十
分
～
十
三
時
三
十
分

十
三
時
四
十
分
　
送
迎
バ
ス
で
大
月
駅
に
向
か
う
。

七
、
釣
り
方
　
指
定
さ
れ
た
ダ
ム
で
釣
る
。
■

０
匹
ぐ
ら
い
放
流
し
て
く
れ

る
）
ハ
リ
に
エ
サ

（
イ
ク
ラ
三
粒

。
ま
た
は
ブ
ド
ウ
虫

一
匹
）

を
つ
け
、
底
を
た
た
く
よ
う
に
し
て
上
流
か
ら
糠
す
。
よ
ど
み

や
た
ま
り
で
釣
れ
る
こ
と
も
多
い
。
釣
れ
な
く
な

っ
た
ら
、
上

流
、
下
流
の
人
の
い
な
い
場
所
で
釣
る
。

一

、

一

一

、

六 五 四 三七
、

鍛 期
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集
因
回

「イ
ナ
ダ
鋳
り
会
」
の
お
知
ら
せ
　
　
　
　
　
世
話
大
会

ブ
リ
で
甕
○
セ
ン
チ
遠
に
成
長
し
た
も
の
を
イ
ナ
ダ
と
い
い
ま
す
が
、
朝
き

鐘
く
、
食
べ
で
お
幹
し
い
魚
で
す
。
国
逮
鍾
轟
合
う
と
た
く
さ
ん
釣
れ
る
勢
で

楽
し
み
で
す
。

記

九
月

一
五
日

（金
）
　
　
　
　
　
　
　
　
小
雨
決
行

藩
鍵

「秋
田
屋
」

電
話
　
○
困
六
七

。
三

一
。
一
二
人
た

江
ノ
竃

　

「藩
鐘
」

縫
歩
七
分
で
緩
越
漁
港

へ

小
圏
急

　
「片
瀬
江
の
島
」

七
鋳
二
十
分
　
　
送
迎
あ
つ

七
鋳
三
十
分

一
万
三
千
鍵

（乗
給
料

魯
仕
掛
け
代

。
ユ
サ

・
氷
代
込
み
）

竿

（負
荷
五
十
号
）
ま
た
は
手
鈎
務
用
翼

。
リ
ー
ル

（小
型

竜
碕
）
。
中
型
天
粋

・
ス
テ
カ
ン
五
十
号

多
ゴ
ム
タ
ッ
シ
ヨ

ン

（
ニ
ミ
リ
Ｘ
五
十
セ
ン
チ
）

タ
ー
テ
ー

尋
昼
食

・
鏡
み
書

・
雨
具

・
報
子
）

①
竿
鋳
り

・
・
鍛
長
の
支
持
す
る
タ
ナ
ま
で
下
ろ
し
、
竿
い

っ
ぱ
い
し
ゃ
く
り
上
げ
、
ア
タ
リ
を
持

つ
。
上
げ
た
分
ま
で

リ
ー
ル
を
巻
き
上
げ
、
ま
た
し
や
く
り
上
げ
、
ア
タ
リ
を
持

つ
。
上
鋤
涯
ま
で
繰
り
返
し
、
ア
タ
リ
が
な
け
れ
ば
、
巻
き

上
が
で
コ
マ
セ
を
難
め
替
え
る
。

②
手
釣
り

（
人
の
釣
方
Ｙ

ｏ
右
手
で
幹
糸
を
手
操
り
上
げ

素
早
く
左
手
に
持
ち
替
え
、
幹
糸
を
懸
ん
で
手
繰
り
上
げ
る
。

・魚

・
員
類
の
ク
イ
ズ

（解
答

，
解
説
）　
　
　
藤
本

一ノ．　

一け

一
′．
　

′，
一一́

（平
魚
）
。
二
延
喜
式
」
に

「タ
イ
は
平
た
い
魚
で
人
平
魚
ご

と
あ
る
。

難

鐘

（眠
黒
Ｔ

。
「物
類
称
呼
」
に

「
マ
ダ

ロ
は
そ
の
眼
の
黒
き
也
一
と
あ
る
。

■
一
∵
，
お

一一・

（ノ
　
一４
一一（
‘
´

（整
魚
）
・
・
「松
屋
筆
記
」
に

「カ
ツ
オ
は
堅
魚
の
義
鍾
て
、
型
魚
干
の

整
き
に
起
れ
る
名
也
と
い
へ
）
」
と
記
し
て
い
る
。

（
結

員
Ｙ

・
シ
ジ
ミ
は

「
締

員
」
の
義
で
、
表
面
が
ち
じ
ん
で
み
え
る
。

鰺
鐘

（味
　
）
・
。
「薫
雅
」
に
鐘

「ア
ジ
鐘
味
也
。
其
の
味
の
美
を
い
ぶ
な
り
」

銀
は

（春
静
）
９
二
舅
本
釈
名
」
に
二
こ
の
魚
優
鯉
に
変
わ
り
て
歯
小
也
」

一

秋
刀
魚
は

（狭
真
魚
Ｙ

。
狭
と
は
細
長
い
こ
と
で
、
体
が
細
長
い
こ
と
に
よ
る
。

鰯

は

（弱
し
）
・
■
，東
雅
」
に

「イ
フ
シ
鐘
弱
也
。
水
を
離
れ
鬼
れ
ば
、
た
や

す
く
死
す
る
を
言
ふ
也
」
と
記
し
て
い
る
。

浅
鋼
鐘
（漁
る
員
Ｙ

二
新
ニハ
や
」
に
「伊
勢
の
海
女
の
汐
干
に
あ
さ
り
求
め
‥

，，一

鮫
は

（狭
目
）
・
ム
和
訓
栞
」
に

「サ
メ
鐘

（狭
銀
）
の
義
な
り
。
体
よ
う
は
銀

の

け
た

つ
て
細
〓
も

の
な

り
」
と
記

し

て

い
る
。

七 大

濫 期

書 霧

三
、
集

ふ
翔

蒲
、
参
糠
費

五
、
鋼
　
具

錢
行
轟

釣
り
方

趙二
まま

規ξ
:ま

避壺
:食
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